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第 1 章

安全上の警告

この配布資料には、このシャーシの取り扱いに必要な安全上の警告が記載されています。シャー

シをインストールまたは使用する前に、この安全上の警告を確認し、負傷や機器の損傷を避け

てください。

各国語で記された安全上の警告については、『Regulatory Compliance and Safety Information —
Cisco NCS 500 Series Routers』を参照してください。

安全上の警告は、次の各セクションにまとめられています。

•標準の警告文（1ページ）
•個人の安全と機器の保護のための安全に関する注意事項（3ページ）
•モジュールの脱着の安全上の注意事項（4ページ）
•電気機器の安全な取り扱い（5ページ）
•電源モジュールに関する考慮事項（7ページ）
• ESDによる損傷の防止（8ページ）

標準の警告文

ステートメント 407 -日本語での安全上の注意

製品を使用する前に、安全上の注意事項を読むことを強くお勧めします。

https://www.cisco.com/web/JP/techdoc/pldoc/pldoc.html

製品を設置するときには、付属のまたは指定された接続ケーブル、電源コード、およびACア
ダプタを使用してください。

（注）

Cisco NCS 540ルータハードウェア設置ガイド
1

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/iosxr/ncs5xx/hardware/regulatory/compliance/ncs540/rcsi-0210-book.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/iosxr/ncs5xx/hardware/regulatory/compliance/ncs540/rcsi-0210-book.pdf
https://www.cisco.com/web/JP/techdoc/pldoc/pldoc.html


ステートメント 1003 - DC電源の切断

感電や怪我のリスクを軽減するために、コンポーネントの取り外しや交換、またはアップグ

レードを実行する前に、DC電源を切断してください。

警告

ステートメント 1006 -ラックへの設置と保守に関するシャーシ警告

ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐ

ため、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。次の注意事項

に従ってください。

•ラックにこの装置を一基のみ設置する場合は、ラックの一番下方に設置します。

•ラックに別の装置がすでに設置されている場合は、最も重量のある装置を一番下にして、
重い順に下から上へ設置します。

•ラックに安定器具が付属している場合は、その安定器具を取り付けてから、装置をラック
に設置するか、またはラック内の装置の保守作業を行ってください。

警告

ステートメント 1022 -デバイスの切断

感電または火災のリスクを軽減するため、容易にアクセス可能な切断装置を固定配線に組み込

む必要があります。

警告

ステートメント 1024 -アース導体

この装置は、接地させる必要があります。感電のリスクを軽減するため、絶対にアース導体を

破損させたり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでくださ

い。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認し

てください。

警告

ステートメント 1049 -ラックの設置

身体に傷害を負うリスクを軽減するために、シャーシは建物に恒久的に固定されたラックに取

り付けてください。

警告

ステートメント 9001 -製品の廃棄

本製品の最終処分は、各国のすべての法律および規制に従って行ってください。

警告

Cisco NCS 540ルータハードウェア設置ガイド
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ステートメント 1017 -立ち入り制限区域

この装置は、出入りが制限された場所に設置されることを想定しています。熟練者、教育を受

けた担当者、または資格保持者のみが立ち入り制限区域に入ることができます。

警告

ステートメント 1071 -警告の定義

安全上の重要な注意事項

装置の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意

してください。使用、設置、電源への接続を行う前にインストール手順を読んでください。各

警告の冒頭に記載されているステートメント番号を基に、装置の安全についての警告を参照し

てください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

個人の安全と機器の保護のための安全に関する注意事項
安全を確保して、機器を保護するため、次のガイドラインに従ってください。このリストに

は、生じる可能性のある危険な状況がすべて網羅されているわけではありません。したがっ

て、注意する必要があります。

•システムを移動する前に、必ずすべての電源コードおよびインターフェイスケーブルを外
してください。

•回路の電源が切断されていると思い込まないで、必ず確認してください。

•取り付けの前後は、シャーシの周辺をできるだけ埃のない清潔な状態に保ってください。

•工具とアセンブリコンポーネントは、通行の邪魔にならない場所に保管してください。

•危険を伴う作業は、1人では行わないでください。

•人身事故や装置障害を引き起こす可能性のある作業は行わないでください。

•シャーシに引っ掛かるような衣服は着用しないでください。

•眼を傷つける可能性がある場合は、作業時に保護眼鏡を着用してください。

Cisco NCS 540ルータハードウェア設置ガイド
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モジュールの脱着の安全上の注意事項
シャーシで作業をする場合は、次の安全上の注意事項に従ってください。

ステートメント 1006 -ラックへの設置と保守に関するシャーシ警告

ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐ

ため、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。次の注意事項

に従ってください。

•ラックにこの装置を一基のみ設置する場合は、ラックの一番下方に設置します。

•ラックに別の装置がすでに設置されている場合は、最も重量のある装置を一番下にして、
重い順に下から上へ設置します。

•ラックに安定器具が付属している場合は、その安定器具を取り付けてから、装置をラック
に設置するか、またはラック内の装置の保守作業を行ってください。

警告

ステートメント 1008 -クラス 1レーザー製品

クラス 1レーザー製品です。

警告

ステートメント 1089 -教育を受けた担当者および熟練者の定義

教育を受けた担当者とは、熟練者から教育やトレーニングを受け、機器を操作する際に必要な

予防措置を講じられる人です。

熟練者または資格保持者とは、機器の技術に関するトレーニングを受けているか経験があり、

機器を操作する際に潜む危険を理解している人です。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1090 -熟練者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、熟練者のみが実施できます。熟練者の定義について

は、「ステートメント 1089」を参照してください。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

Cisco NCS 540ルータハードウェア設置ガイド
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電気機器の安全な取り扱い

ステートメント 1003 - DC電源の切断

感電や怪我のリスクを軽減するために、コンポーネントの取り外しや交換、またはアップグ

レードを実行する前に、DC電源を切断してください。

警告

ステートメント 1022 -デバイスの切断

感電または火災のリスクを軽減するため、容易にアクセス可能な切断装置を固定配線に組み込

む必要があります。

警告

ステートメント 1024 -アース導体

この装置は、接地させる必要があります。感電のリスクを軽減するため、絶対にアース導体を

破損させたり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでくださ

い。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認し

てください。

警告

ステートメント 1028 -複数の電源

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。感電の危険を減らすために、す

べての接続を取り外してユニットの電源を切ります。

警告

ステートメント 1046 -装置の設置または交換

感電のリスクを軽減するため、装置を設置または交換するときには、必ずアースを最初に接続

し、最後に取り外します。

装置にモジュールがある場合は、提供されたネジで固定してください

警告

Cisco NCS 540ルータハードウェア設置ガイド
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ステートメント 2004 -アース線機器

この装置は、放射およびイミュニティに関する要件に準拠するようにアースされていることが

前提になっています。通常の使用時には、必ずスイッチのアースラグがアースされているよう

にしてください。

警告

ステートメント 1073 -ユーザが保守可能な部品なし

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1074 -地域および国の電気規則への適合

感電または火災のリスクを軽減するため、機器は地域および国の電気規則に従って設置する必

要があります。

警告

電気機器を取り扱う際には、次の注意事項に従ってください。

•部屋の緊急電源遮断スイッチを確認します。電気事故が発生した場合、迅速に電源をオフ
にすることができます。

•システムで作業を開始する前に、DCメイン回路ブレーカーをオフにし、電源端子ブロッ
クのケーブルを取り外します。

•次のときはすべての電源を切断してください。

•電源付近で作業する場合

•デバイスシャーシまたはネットワークプロセッサモジュールの取り付けまたは取り
外しを行う場合

•ほとんどのハードウェアアップグレードを行う場合

•故障していると思われる機器は取り付けないでください。

•床が濡れていないか、アースされていない電源延長コードや保護アースの不備などがない
かどうか、作業場所の安全を十分に確認してください。

•回路の電源が切断されていると思い込まないで、必ず確認してください。

•人身事故や装置障害を引き起こす可能性のある作業は行わないでください。

•電気事故が発生し、負傷しなかった場合は、次のように対処してください。

•負傷しないよう注意してください。

•デバイスに対する電源をオフにしてください。

•必要に応じて、医学的な配慮を行ってください。

Cisco NCS 540ルータハードウェア設置ガイド
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電源は切断されているが、電話回線またはネットワークケーブルには接続されている機器を取

り扱う場合は、次のガイドラインに従ってください。

•電話回線の設置または変更時には、注意してください。

•防水設計されていない電話ジャックは、湿気の多い場所に取り付けないでください。

•雷が発生しているときには、電話線の接続を行わないでください。

電源モジュールに関する考慮事項
設置場所の電源を調べ、クリーンな電力（スパイクやノイズのない電力）が供給されているこ

とを確認してください。必要に応じて、電力調整器を取り付けてください。

電源接続に関するガイドライン

ここでは、デバイスの電源装置を設置場所の電源に接続する場合のガイドラインを示します。

ステートメント 1024 -アース導体

この装置は、接地させる必要があります。感電のリスクを軽減するため、絶対にアース導体を

破損させたり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでくださ

い。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認し

てください。

警告

DC電源システムのガイドライン

DC電源モデルに関する基本的な注意事項は次のとおりです。

•シャーシの各電源装置には、それぞれ専用の入力電源があります。入力電源は、UL60950、
CSA 60950、EN 60950、および IEC 60950規格の安全超低電圧（SELV）要件に準拠する必
要があります。

•回路は、専用の2極回路ブレーカーで保護します。電源装置の入力定格および地域または
国の規定に適合するサイズの回路ブレーカーを使用してください。

•回路ブレーカーは切断装置として、容易に手が届く場所に設置します。

•システムアースは、電源装置とシャーシのアースです。

•アースラグを使用して、整備中に静電気防止用のリストストラップを取り付けます。

• DC戻り線は、システムフレームやシステムアース機器に接続しないでください。

• DC戻り線がソース側にアース接続されていることを確認します。

•機器の各給電部が異なる電源に接続されていることを確認します。

Cisco NCS 540ルータハードウェア設置ガイド
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AC電源システムのガイドライン

AC電源モデルに関する基本的な注意事項は次のとおりです。

•各シャーシの電源装置に専用の分岐回路が付いていることを確認してください。
•電源装置の入力定格および地域または国の規定に適合するサイズの回路ブレーカーを使用
してください。

•シャーシとプラグ接続するAC電源レセプタクルには、アース付きのタイプを使用してく
ださい。レセプタクルに接続するアース用導体は、設置場所の施設の保護アースに接続す

る必要があります。

電力損失の防止

デバイスへの電力損失を防ぐには、次のガイドラインを使用します。

•入力電源の損失を防止するために、電源装置に供給する各回路の最大負荷が配線およびブ
レーカーの電流定格の範囲内に収まるようにする必要があります。

•システムによっては、UPSを使用して、設置場所の電源障害から保護できます。鉄共振テ
クノロジーを使用する UPSタイプは使用しないでください。このタイプの UPSは、デバ
イスなどのシステムに使用すると、バーストデータトラフィックパターンによって入力

電流が大きく変動し、動作が不安定になることがあります。

デバイスの稼働に必要な配電システムを計画するには、電力要件を判別しておく必要がありま

す。

ESDによる損傷の防止
静電放電（ESD）によって機器が損傷し、電子回路に不具合が生じる可能性があります。静電
放電は、電気プリント基板の取り扱いが不適切な場合に生じ、障害あるいは断続的障害を引き

起こします。モジュールの取り外しおよび交換時は、静電放電防止手順に必ず従ってくださ

い。

•デバイスが電気的に接地されていることを確認してください。

•静電気防止用リストストラップを肌に密着させて着用してください。不要な ESD電圧を
アースに流すために、シャーシフレームの塗装されていない表面にクリップを留めます。

静電破壊と感電を防ぐために、リストストラップとコードは効果的に使用する必要があり

ます。

•リストストラップを使用できない場合、シャーシの金属部分に触れることで自分自身を
アースしてください。

•コンポーネントの取り付けを行うときには、イジェクトレバーまたは非脱落型ネジを使用
して、バックプレーンまたはミッドプレーンのバスコネクタに適切に固定してください。

これらの器具は、プロセッサの脱落を防ぐだけではなく、システムに適切なアースを提供

し、バスコネクタを確実に固定させるために必要です。
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•コンポーネントの取り外しを行うときには、イジェクトレバーまたは非脱落型ネジを使用
して、バックプレーンまたはミッドプレーンからバスコネクタを外してください。

•コンポーネントはハンドルまたは端だけを持ち、プリント基板またはコネクタには決して
触れないでください。

•取り外したコンポーネントは、基板側を上向きにして、静電気防止用シートに置くか、静
電気防止用容器に入れます。コンポーネントを工場に返却する場合は、ただちに静電気防

止用容器に入れてください。

•プリント基板と衣服が接触しないように注意してください。リストストラップは体内の静
電気からコンポーネントを保護するだけです。衣服の静電気によってコンポーネントが損

傷することがあります。

•金属製フレームからプリント基板を取り外さないでください。

機器の安全を確保するために、静電気防止用リストストラップの抵抗値を定期的にチェックし

てください。1～ 10 Mohmの値を維持します。
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第 2 章

Cisco NCS 540ルータの概要

Cisco NCS 540 1RUルータは、GSM、UMTS、LTEおよび CDMA用の IP RANソリューション
向けシスコ製品を補完するものです。

Cisco NCS 540には、次のバリアントが含まれています。

表 1 : Cisco NCS 540のバリアント

コンフォーマルコーティングバリアント

なしN540-24Z8Q2C-SYS

あり1N540X-ACC-SYS

なしN540-ACC-SYS

なしN540-28Z4C-SYS-A

N540-28Z4C-SYS-D

なしN540-12Z20G-SYS-A

N540-12Z20G-SYS-D

ありN540X-12Z16G-SYS-A

N540X-12Z16G-SYS-D

ありN540X-16Z4G8Q2C-A

N540X-16Z4G8Q2C-D

1
プリント基板は、湿気、埃、腐食ガスに対する保護を強化するためにコンフォーマルコー

ティングされています。追加情報および導入条件については、シスコのサポートチーム

にお問い合わせいただくことをお勧めします。
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このドキュメントでは、Cisco N540-24Z8Q2C-SYS、N540X-ACC-SYS、N540-ACC-SYS、
N540-28Z4C-SYS-A/D、N540-12Z20G-SYS-A/D、N540X-12Z16G-SYS-A/D、および
N540X-16Z4G8Q2C-A/Dが総称して Cisco NCS 540ルータと呼ばれます。ルータ間で相違点が
ある場合は具体的に記載されています。

（注）

この機能と利点の詳細については、『Cisco Network Convergence System 540 Router Data Sheet』
を参照してください。

•ネットワークインターフェイス（12ページ）
•仕様（14ページ）
•インターフェイス名（15ページ）
• 25Gポートのポート速度（17ページ）
•ネットワークタイミングインターフェイス（18ページ）
• GNSS（19ページ）
•外部アラーム入力（20ページ）
•コンソール（20ページ）
•活性挿抜（OIR）（21ページ）
• DC PSUのグレースフルシャットダウン（21ページ）
•サポート対象トランシーバモジュール（22ページ）

ネットワークインターフェイス
Cisco NCS 540 1RUルータには、次のハードウェア機能があります。

• 24 x 10G SFP+ポート

• DWDMおよび ZRオプティクスのサポート

• 8 x 25G SFP+ポート

• 2 x 100G QSFP28ポート

図 1 : Cisco N540-ACC-SYS

すべてのポートのシャーシがアクセスしやすいように色分けされています。たとえば、10G
SFP+ポートはピンク、25G SFP+ポートは黄色、100G QSFP28ポートは緑で表示されます。

（注）

Cisco N540-28Z4C-SYS-A/D 1RUルータには、次のハードウェア機能があります。
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• 28 x 1G/10G SFP +ポート

• 4 x 100G QSFP28ポート（非MACsec）

図 2 : Cisco N540-28Z4C-SYS-A

図 3 : Cisco N540-28Z4C-SYS-D

Cisco N540-12Z20G-SYS-A/D 1RUルータには、次のハードウェア機能があります。

• 20 x 1G SFP +ポート

• 12 x 1G/10G SFP +ポート

図 4 : Cisco N540-12Z20G-SYS-A

図 5 : Cisco N540-12Z20G-SYS-D

Cisco N540X-12Z16G-SYS-A/D 1RUルータには、次のハードウェア機能があります。

• 12 x 1G SFP +ポート

• 12 x 10G/1G SFP +ポート

• 4 x 1G銅線ポート

図 6 : Cisco N540X-12Z16G-SYS-A
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図 7 : Cisco N540X-12Z16G-SYS-D

Cisco N540X-16Z4G8Q2C-A/D 1RUルータには、次のハードウェア機能があります。

• 4 x 1G銅線ポート

• 16 x 1G/10G SFP +ポート

• 8 x 10G/25G SFP+ポート

• 2 x 100G QSFPポート

図 8 : Cisco N540X-16Z4G8Q2C-A

図 9 : Cisco N540X-16Z4G8Q2C-D

Cisco N540X-16Z8Q2C-Dルータでは、銅線ポート（0～ 3）が取り外されています。このルー
タには、次のハードウェア機能があります。

• 16 x 1G/10G SFP +ポート

• 8 x 10G/25G SFP+ポート

• 2 x 100G QSFPポート

図 10 : Cisco N540X-16Z8Q2C-D

仕様
すべてのバリアントの物理仕様、温度、ルートプロセッサ、およびその他の詳細については、

『CiscoNetworkConvergence System 540Router Data Sheet』の「Cisco NCS 540 chassis specification」
を参照してください。
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インターフェイス名
次の表に、CiscoN540-24Z8Q2C-SYS、N540X-ACC-SYS、およびN540-ACC-SYSの各バリアン
トのインターフェイス名を示します。

表 2 :ポート番号付け

40G/100Gポート
（QSFP28）

1G/10G/25Gデュアルレートポート
（SFP28）

1G/10Gデュアルレートポート
（SFP+）

1/030～2422～0/0

1/10/3125231

interface-path-idは rack/slot/module/portです。値を区切るスラッシュ（/）は、表記の一部と
して必須です。

• GigE — 0/0/0/0～ 0/0/0/31

• TenGigE — 0/0/0/0～ 0/0/0/31

• TwentyFiveGigE — 0/0/0/24～ 0/0/0/31

• FortyGigE — 0/0/1/0～ 0/0/1/1

• HundredGigE — 0/0/1/0～ 0/0/1/1

デュアルレート機能は、サポート対象の SFPでのみサポートされます。（注）

表 3 :インターフェイスの最大数

部品番号インターフェイスの最大

数

カテゴ

リ

0/0～ 2324100ME
銅

0/0～ 31321GE

0/0～ 31、1/0～ 1 *32 / 40*210GE

0/24～ 31、1/0～ 1
*

8 / 16*25GE

1/0～ 1240GE

1/0～ 12100GE
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2 *4x10GEまたは 4x25GEオプション

次の表に、Cisco N540-28Z4C-SYS-A/D、N540-12Z20G-SYS-A/D、N540X-12Z16G-SYS-A/D、
N540X-16Z4G8Q2C-A/D、および N540X-16Z8Q2C-Dの各バリアントのインターフェイス名を
示します。

表 4 : Cisco N540-28Z4C-SYS-A/Dのポート番号付け

100Gポート
（QSFP28）

1G/10Gデュアルレートポート（SFP+）

0/28

～

0/31

0/0

～

0/27

• GigE — 0/0/0/0～ 0/0/0/27

• TenGigE — 0/0/0/0～ 0/0/0/27

• HundredGigE — 0/0/0/28～ 0/0/0/31

表 5 : Cisco N540X-12Z16G-SYS-A/Dのポート番号付け

10Gポート
（SFP+）

1Gポート
（SFP）

1G銅線ポー
ト

0/16

～

0/27

0/4

～

0/15

0/0

～

0/3

• GigE — 0/0/0/4～ 0/0/0/15

• TenGigE — 0/0/0/16～ 0/0/0/27

表 6 : Cisco N540-12Z20G-SYS-A/Dのポート番号付け

1G/10Gデュアルレートポート（SFP+）1Gポート
（SFP）

0/20

～

0/31

0/0

～

0/31

• GigE — 0/0/0/0～ 0/0/0/31

• TenGigE — 0/0/0/20～ 0/0/0/31
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表 7 : Cisco N540X-16Z4G8Q2C-A/Dのポート番号付け

100Gポート
（QSFP28）

1G/10G/25Gデュアルレート
ポート（SFP28）

1G/10Gデュアルレート
ポート（SFP+）

1G銅線ポー
ト

0/28

および

0/29

0/20

～

0/27

0/4

～

0/19

0/0

～

0/3

• GigE — 0/0/0/4～ 0/0/0/27

• TenGigE — 0/0/0/20～ 0/0/0/27

• TwentyFiveGigE — 0/0/0/20～ 0/0/0/27

• HundredGigE — 0/0/0/28～ 0/0/0/29

表 8 : Cisco N540X-16Z8Q2C-Dのポート番号付け

100Gポート
（QSFP28）

1G/10G/25Gデュアルレートポート
（SFP28）

1G/10Gデュアルレートポート
（SFP+）

0/28

および

0/29

0/20

～

0/27

0/4

～

0/19

• GigE — 0/0/0/4～ 0/0/0/27

• TenGigE — 0/0/0/20～ 0/0/0/27

• TwentyFiveGigE — 0/0/0/20～ 0/0/0/27

• HundredGigE — 0/0/0/28～ 0/0/0/29

25Gポートのポート速度
25Gポートは 4つのクワッド（0〜 3）に分割されます。各クワッドには次のポートがありま
す。

•クワッド 0：ポート 24〜 27

•クワッド 1：ポート 28〜 31

•クワッド 2：ポート 32〜 35

•クワッド 3：ポート 36〜 39

制限事項と重要なガイドライン
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• 25Gは、クワッドに設定されたデフォルトモードです。

• 1Gと 10Gは、25Gと同じクワッドに共存できません。

• 10Gモードは、1Gと 10Gの両方をサポートします。

25Gクワッドポートを 10Gポートに設定するには、次のコマンドを使用します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# hw-module quad X location 0/0/CPU0

RP/0/RP0/CPU0:router(config-quad-0x0)# mode 10g

Xは、サポートされるクワッドの数（0、1、2、3...n）です。各クワッドのデフォルト速度は
25Gです。ポートを 10Gに設定したり、コマンドの no形式を使用して 25Gに戻したりできま
す。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# no hw-module quad X location 0/0/CPU0 mode 10g

クワッド番号は常に0からサポートされている最大数までです。サポートされるクワッドの数
はプラットフォームによって異なり、CLIによって検証されます。たとえば、NCS 540シリー
ズルータは 2つのクワッド（0と 1）をサポートします。X = 3を入力すると、CLIはエラーを
返します。

（注）

ポートモードの速度を設定したら、100GEインターフェイスを設定できます。

• 100G：各光コントローラ設定で 1つの 100GEポートが作成されます。

• interface HundredGigE r/s/i/p/0（p = CTP2ポート 0～ 5の場合）

0/3/0/0/0

0/3/0/1/0

0/3/0/2/0

0/3/0/3/0

0/3/0/4/0

0/3/0/5/0

ネットワークタイミングインターフェイス
• BITS入力または出力：BITSインターフェイスは、1.544 MHzの T1または 2.048 MHzの
E1からのクロック回復（ソフトウェアによって構成可能）をサポートします。BITSイン
ターフェイスは、前面パネルの標準 RJ-48コネクタを通じて提供されます。

• 1PPS入力/出力および ToD入力/出力：このシールド付き RJ-45インターフェイスは、
Time-of-Day（ToD）および 1PPSパルスの入力または出力に使用されます。ToD形式には
NTPおよび IEEE 1588-2008両方の時間形式が含まれます。
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1PPSおよびTOD用の同じRS422ピンが、入力方向と出力方向で共有されます。それぞれの方
向は、ソフトウェアで個別に設定可能です。

次のように、前面パネルの SMBコネクタを使用します。

• GPS 10 Mhzの入出力：GPS同期化のための 10 MHzの入力。

• GPS 1PPS入出力：GPS同期化のための 1 PPSの入力。

GNSS
GNSSモジュールの RF入力ピンを含むすべてのピンに、ESD保護が組み込まれています。た
だし、屋外アンテナが接続される場合は、追加のサージ保護が必要です。避雷器では、低クラ

ンプ電圧（600V未満）をサポートしている必要があります。

避雷は、アンテナケーブルが建物に入る場所に取り付ける必要があります。一次避雷には、危

険と考えられるすべての電気エネルギーを保護接地（PE）に伝導する機能が必要です。

サージアレスタは DCパスをサポートし、低減衰の GPS周波数範囲（1.575 GHz）に適してい
る必要があります。

GNSSモジュールの RF入力要件
•最適なパフォーマンスを得るには、GNSSモジュールには低ノイズ増幅器（LNA）が組み
込まれたアクティブな GPS/GNSSアンテナが必要です。アンテナ LNAは、受信した衛星
信号を次の 2つの目的で増幅します。

•ケーブル損失の補償

•受信者のフロントエンドに最適な範囲への信号振幅の上昇

必要な増幅は、22 dBゲイン +ケーブル/コネクタ損失 +スプリッタ信号損失に対してで
す。

受信者モジュールのコネクタでの LNAゲインの推奨範囲（すべてのケーブルとコネクタ
の損失を減じたもの）は 22dB～ 30dBで、最小は 20dB、最大は 35dBです。

• GNSSモジュールは、同じ RF入力を通じてアクティブなアンテナに 5Vを提供します。

•サージ要件：

• GNSSモジュールの RF入力ピンを含むすべてのピンに、ESD保護が組み込まれてい
ます。ただし、屋上のアンテナが接続される場合は、最終製品が取り付けられる国の

避雷に関する規則と基準に適合するために、追加のサージ保護が必要になる場合があ

ります。

•避雷は、アンテナケーブルが建物に入る場所に取り付ける必要があります。一次避雷
には、危険と考えられるすべての電気エネルギーを PEに伝導する機能が必要です。
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•サージアレスタは DCパスをサポートし、低減衰の GPS周波数範囲（1.575GHz）に
適している必要があります。

•アンテナの見通し要件については次のとおりです。

• GPS信号はアンテナと人工衛星の間に障害物がない場合にのみ受信できます。アンテ
ナからは空がはっきりと見える必要があります。適切なタイミングで、4台以上の衛
星をロックできる必要があります。

アンテナ端末は、ANSI/NFPA70、NationalElectricalCode（NEC）、
特に 820.93項「同軸ケーブルの外部導電性シールドの接地」に
従って、建物入口に接地する必要があります。

（注）

•複数の GNSSモジュールが単一のアンテナに接続している場合は、パッシブスプリッタ
を使用します。

アンテナで GNSSモジュールからの電力供給を必要とする場合は、スプリッタのすべての RF
ポートが DCパスに対応している必要があります。

（注）

外部アラーム入力
このルータは、背面パネルの RJ-45ジャックを介して 4つのドライ接点アラーム入力をサポー
トします。

• [NormallyOpen]：アラーム回路に電流が流れておらず、電流が流れるとアラームが生成さ
れることを示します。

各アラーム入力はクリティカル、メジャー、またはマイナーとしてプロビジョニングできま

す。

コンソール
RS232コンソールポートは、送信（Tx）、受信（Rx）、およびアース（Gnd）を提供します。

USBコンソール
ルータの前面パネルにある1つのUSB2.0タイプAレセプタクルが、ROMMON、Cisco IOS-XR、
および診断へのコンソールアクセスを提供します。このレセプタクルはタイプAコネクタを使
用しますが、外部ホストコンピュータへの接続のみを対象とした USBペリフェラルとして機
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能します。このインターフェイスでは、標準の USBケーブルではなくタイプ Aからタイプ A
へのコネクタを使用する必要があります。

この USBコンソールと RS232コンソールポートを同時に使用することはできません。このイ
ンターフェイスでは、タイプ Aからタイプ Aへの USBケーブルを使用する必要があります。

（注）

活性挿抜（OIR）
ルータは、次のホットスワップ（OIR）操作をサポートします。

• SFPが取り外された場合、他のポートのトラフィックフローへの影響はありません。

• SFPが取り付けられている場合、システムは現在の設定に基づいて操作用のポートを初期
化します。挿入されているSFPがそのポートの現在の設定に対応していない場合、ポート
は設定が更新されるまで動作しません。

•両方の電源が設置されてアクティブになっていると、負荷はそれらの間で共有されます。
または、1つのPSUで負荷全体をサポートすることもできます。電源が動作していない場
合や、入力ケーブルが取り外されている場合、残りの電源が中断なしにすべての負荷を引

き継ぎます。

DC PSUのグレースフルシャットダウン
DC PSUへの DC入力電力が 37Vを下回ると、電源のグレースフルシャットダウンが開始さ
れ、シャーシがシャットダウンされます。再度シャーシの電源を入れるには、遮断器でDC回
路をオフにしてから、DC回路をオンにします。DC入力電源が41V～54Vを超えると、シャー
シの電源が入ります。

グレースフルシャットダウンは、次の NCS 540ルータでのみサポートされます。

• N540-24Z8Q2C-SYS

• N540X-ACC-SYS

• N540-ACC-SYS
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管理コンフィギュレーションモードで environment graceful-shutdown disableコマンドを使用
すると、DC PSUのグレースフルシャットダウンを無効化できます。グレースフルシャットダ
ウンが無効化されている場合は、DC入力電力が 37V +/- 1Vを下回るとシャーシがシャットダ
ウンします。DC PSUへのDC入力電力が 37V～ 54Vを超えると、シャーシは回復します（再
度電源が入ります）。このモードでは、DC入力電力が 30V～ 54Vの間で変動し続けると、
（電源オンと電源オフが繰り返されることになるため）ルータの長期的な信頼性に影響する可

能性があります。

（注）

サポート対象トランシーバモジュール
サポート対象のトランシーバーモジュールの詳細については、『TransceiverModuleGroup (TMG)
Compatibility Matrix』[]英語を参照してください。[Begin your Search]検索ボックスに、キー
ワード NCS540を入力し、Enterを押します。
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第 3 章

設置の準備

Cisco NCS 540を設置する前に、設置場所を準備する必要があります。

場所の準備には、次の作業が含まれます。

•一般的な注意事項（23ページ）
•設置環境のチェックリスト（24ページ）
•環境要件（24ページ）
•エアーフローに関するガイドライン（25ページ）
•設置場所の電源に関する注意事項（27ページ）
•設置場所のケーブル配線に関する注意事項（29ページ）
•工具および機器（30ページ）
•設置場所の準備 （31ページ）
•作業者の準備 （32ページ）
•ルータ取り付け用ラックの準備（32ページ）
•キャビネットの選択に関する注意事項（33ページ）
• Cisco NCS 540ルータの開梱（34ページ）

一般的な注意事項
シャーシの使用および取り扱いについては、次の一般的な注意事項を守ってください。

•システムコンポーネントをラジエータや熱源の近くに置かないでください。また、通気口
をふさがないでください。

•コンポーネントの上に食べ物や液体をこぼさないでください。また、水気のある環境で本
製品を操作しないでください。

•システムコンポーネントの開口部には、何も押し込まないでください。内部コンポーネン
トがショートして火災や感電の原因となる可能性があります。

•システムケーブルおよび電源コードの位置に注意してください。踏みつけたり、つまずい
たりすることがないように、システムケーブルおよび電源コードを引き回して接続する必

要があります。システムコンポーネントのケーブルや電源コードの上に、何も乗っていな

いことを確認してください。
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•電源ケーブルとプラグを改造しないでください。場所を変更する場合は、ライセンスを待
つ電気技術者または電力会社にお問い合わせください。必ず、地域および国の配線規則に

従ってください。

•システム電源の切断後、再投入する場合は、システムコンポーネントの損傷を防ぐため
に、30秒以上の間隔を置いてください。

設置環境のチェックリスト
次のチェックリストを使用して、設置場所の準備作業をすべて実行してください。

•設置場所が環境条件を満たしている。

•設置場所の空調システムで、シャーシの発熱量に対応できる。

•シャーシを配置する部分の床がシステムの重量に耐えられる。

•設置場所の供給電力が電気製品を扱う場合の要件に適合している。

•シャーシに電力を供給する電気回路が電源要件に適合している。

• TIA/EIA-232Fに従って、コンソールポートの配線とケーブル接続の制限が考慮されてい
る。

•シャーシのイーサネットケーブル接続距離が規定された制限の範囲内である。

•シャーシの設置を予定している装置ラックが、規定された要件に適合している。

•ラックの場所を決める際は、安全性、メンテナンスの容易さ、および適切なエアーフロー
の要件を考慮する。

環境要件

外部プラントの設置は、Cisco N540-28Z4C-SYS-A/DおよびN540-12Z20G-SYS-A/Dルータでは
サポートされていません。

（注）

外部プラントを設置（セルサイトキャビネット、仮設小屋など）する場合は、空気汚染、埃、

湿気、昆虫、有害生物、腐食ガス、汚染大気やその他の反応性素子からルータを保護する必要

があります。OSPの導入には、空調設備や熱交換器が整った、密閉された部屋をお勧めしま
す。装置を導入する部屋は、温度と空間の要件に準拠している必要があります。このレベルの

保護を実現するために、ユニットを完全に密閉されたラックまたはキャビネットに設置するこ

とを推奨します。このようなキャビネットの例には、Telecordia GR487に準拠した熱交換器を
備えた IP65キャビネットが含まれます。温度は –40 ºC～ 70 ºCの範囲に保つ必要があります。

Cisco NCS 540ルータハードウェア設置ガイド
24

設置の準備

設置環境のチェックリスト



環境特性と適合規格の詳細については、『Cisco Network Convergence System 540 Router Data
Sheet』を参照してください。

エアーフローに関するガイドライン
冷気は、ルータの後方に取り付けられているファンによってルータを循環します。内部ファン

は、通気口から冷えた空気を取り込み、ルータに空気を循環させることにより、内部コンポー

ネントの正常な動作温度を維持します。

十分なエアーフローを確保するには、次の図に示すように常に最小の空間距離を常に保つこと

をお勧めします。

•前面の空間：12.7 cm（5インチ）

•背面の空間：5.08 cm（2インチ）

図 11 :空間の上面図
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図 12 :空間の側面図

図 13 :エアーフローの側面図
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表 9 :エアーフローに関するガイドライン

空間フローの方

向

ルータ

吸気口と排気口の両方向で少なくとも7.62cm（3インチ）
必要です。

右から左N540X-16Z4G8Q2C-A

N540X-16Z4G8Q2C-D

N540X-12Z16G-SYS-A

N540X-12Z16G-SYS-D

N540X-16Z8Q2C-D

次の点に注意してください。

•ルータと他のデバイスを背中合わせに配置する場合は、2台のデバイス間に最低10cm（3.9
インチ）のエアーフロー空間を確保してください。

•装置ラックと、ラックに配置されているルータ内のエアーフローがブロックまたは制限さ
れている場合、またはラックに流れる換気の温度が高いと、ラックと、ラックに配置され

ているルータ内で適正温度を超えた状態が発生する可能性があります。

•接地場所は、可能な限り埃のない状態にする必要があります。埃はルータのファンに詰ま
る傾向があり、機器ラックと、ラックに配置されているルータ内で冷気の流れが低下する

ため、過熱状態のリスクが高まります。

•閉鎖型ラックの場合、換気が十分に行われるようにしてください。各ルータから放熱され
るため、ラックに詰め込みすぎないようにしてください。冷気が回るように、閉鎖型ラッ

クにはルーバーが付いた側面とファンが必要です。機器がラックの下部近くで放熱し、上

部にある機器の吸気口に流れ込む可能性があります。

•オープンラックにルータを設置する場合は、ラックフレームが排気ファンをふさがないよ
うにしてください。

•ラックに設置された機器、特定に閉鎖型ラック内の機器に障害が発生した場合、可能であ
れば機器を自動的に作動させます。そのラック（および隣接するラック）内にあるその他

すべての機器の電源を切ることで、ルータに最大の冷気とクリーン電力を供給できます。

•ルータの吸気口に隣接機器の排気が流れ込むような場所には、ルータを設置しないでくだ
さい。ルータ内をどのように空気が流れるかを検討してください。エアーフローの方向は

前面から背面であり、ルータ側面の取り入れ口から周囲の空気が取り込まれます。

設置場所の電源に関する注意事項
シャーシには、電源および電気配線についての固有の要件があります。これらの要件を満たす

ことによって、信頼できるシステム動作が保証されます。シャーシの設置場所の電源を準備す

るときは、次の注意事項および推奨事項に従ってください。

•冗長電源のオプションは、2番目の同一種類の電源を提供して無停電電源を確保します。
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•それぞれの電源装置を個別の入力電源に接続します。別の電源に接続しないと、外部配線
に不具合があったり、回路ブレーカーが落ちたりした場合、システム全体の電力が失われ

ることになります。

•入力電力の損失を防ぐため、各回路上の最大負荷は配線とブレーカーの定格電流の範囲内
となるようにしてください。

•設置前に設置場所の電源を確認し、設置後も定期的に確認して、クリーンな電力が供給さ
れるようにしてください。必要に応じて、電力調整器を取り付けてください。

•電力線への落雷や電力サージを原因とするけがや機器の損傷を防ぐために、適切なアース
を施してください。シャーシアースは、セントラルオフィスまたはその他の内部アース

システムに接続する必要があります。

シャーシの設置は、適用可能なすべてのコードに準拠する必要があり、銅の導体のみでの使用

が認可されています。金具を固定するアースボンドは、適合性のある材料にする必要がありま

す。また、金具や結合材料の緩み、劣化、電食が起きないものにする必要があります。シャー

シアースとセントラルオフィスまたはその他の内部アースシステムとの結合は、6 AWGゲー
ジのワイヤ、銅のアース導体を使用して行う必要があります。

（注）

この製品には、装置への ACおよび DC電源供給の両方に対応する外部サージ保護デバイスが
必要です。DC給電の場合、サージ保護デバイス（SPD）は、ローカル標準に従ってコモンモー
ドと異モードのサージを処理する必要があります。

注意

設置時に2KVコモンモードおよび2KV異モードより高い電力サージが発生する場合、ACPSU
に外部サージ保護デバイス（SPD）が必要です。保護デバイスがない場合、ルータが損傷する
可能性があります。該当するルータのバリアントは次のとおりです。

• N540-24Z8Q2C-SYS

• N540X-ACC-SYS

• N540-ACC-SYS

• N540X-16Z4G8Q2C-A

• N540X-12Z16G-SYS-A

• N540-28Z4C-SYS-A

• N540X-16Z8Q2C-A

• N540-12Z20G-SYS-A

注意
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設置時に2KVコモンモードおよび1KV異モードより高い電力サージが発生する場合、DCPSU
に外部サージ保護デバイス（SPD）が必要です。保護デバイスがない場合、製品が損傷する可
能性があります。該当するルータのバリアントは次のとおりです。

• N540-24Z8Q2C-SYS

• N540X-ACC-SYS

• N540-ACC-SYS

• N540X-16Z4G8Q2C-D

• N540X-12Z16G-SYS-D

• N540X-16Z8Q2C-D

1KVコモンモードおよび 1KV異モードより高い電力サージが発生する場合に、外部サージ保
護デバイス（SPD）を必要とする該当するルータのバリアントは次のとおりです。

• N540-12Z20G-SYS-D

• N540-28Z4C-SYS-D

注意

電気回路の要件

各シャーシには、専用の電気回路が必要です。デバイスを二重化電源にする場合は、電源モ

ジュールごとに別々の回路を用意し、電源の冗長化機能が損なわれないようにする必要があり

ます。

シャーシは、DC電源またはAC電源の両方をサポートしています。機器がアースされていて、
電源ストリップ定格に従っていることを確認してください。電源ストリップに接続する全製品

の合計アンペア定格が、定格の 80%を超えないようにしてください。

設置場所のケーブル配線に関する注意事項
ここでは、設置場所の配線およびケーブル接続に関する注意事項を取り上げます。ルータを

ネットワークに接続できるように設置場所を準備するときには、各コンポーネントに必要な

ケーブルのタイプとともに、ケーブルの制限事項を考慮してください。シグナリングの距離制

限、電磁干渉（EMI）、およびコネクタの適合性を検討します。使用できるケーブルタイプは
光ファイバ、太いまたは細い同軸、ホイルツイストペア、シールドなしツイストペアです。

さらに、トランシーバ、ハブ、スイッチ、モデム、チャネルサービスユニット（CSU）、デー
タサービスユニット（DSU）など、必要なその他のインターフェイス機器も検討してくださ
い。

ルータを設置する前に、ほかに必要なすべての外部機器およびケーブルを手元に用意してくだ

さい。発注については、シスコのカスタマーサービス担当者にお問い合わせください。
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ネットワークの規模およびネットワークインターフェイス接続間の距離は、次の要因にも左右

されます。

•信号タイプ

•信号速度

•伝送メディア

次の項に示す距離および速度制限は、シグナリング目的の場合に IEEEが推奨する最大速度お
よび距離です。ルータを設置する前に、この情報を参考にしてネットワーク接続のプランニン

グを行ってください。

配線が推奨距離を超える場合、または配線が建物間にまたがる場合は、近辺で発生する落雷の

影響に十分に注意してください。雷などの高エネルギー現象で発生する電磁波パルスにより、

電子装置を破壊するほどのエネルギーが非シールド導体に発生することがあります。過去にこ

のような問題が発生した場合は、電力サージ抑止やシールドの専門家に相談してください。

非同期端末の接続

ルータには、ローカルコンソールアクセス用の端末またはコンピュータを接続するためのコ

ンソールポートが備わっています。ルータは、IEEERS-232規格で指定された推奨距離のRS-232
非同期データをサポートします。

干渉に関する考慮事項

ある程度の距離にわたって配線する場合は、干渉として遊離信号が配線に誘導されるリスクが

あります。干渉信号が強い場合、データエラーや機器の損傷を引き起こすことがあります。

以降の項では、干渉の原因およびルータシステムへの影響を最小限に抑える方法について説明

します。

工具および機器
デバイスとそのコンポーネントの設置およびアップグレードには、次の道具と機器が必要で

す。

•静電気防止用のコードとリストストラップ

•静電気防止用マットまたは静電気防止材

• No.1および No.2プラスドライバ

•デバイスを装置ラックに固定するための番号 12-24のなべネジ

•ネットワークポートに接続するためのケーブル（構成に基づく）

•イーサネットポート接続用ネットワークインターフェイスカード付きイーサネットハブ、
スイッチ、または PC
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• 115200ボー、8データビット、パリティなし、フロー制御なし、および 2ストップビッ
トを設定したコンソール端末

•コンソールポートに接続するためのコンソールケーブル

•最大トルクが 30ポンドフォース/平方インチ（0.02重量キログラム/平方ミリメートル
（kgf/mm2））のプラスヘッド付きラチェット式ドライバ

•アースラグのメーカーによって指定された圧着工具

• 6 AWGと 14 AWGの両方の被覆を除去するためのワイヤストリッパ

•メジャーおよび水準器

•アース線をデバイスに接続するための、最大トルクが 15インチポンド（1.69ニュートン
メートル）のプラスヘッド付きラチェット式ドライバ

設置場所の準備
ここでは、シャーシを収容する建物を適切にアース接続する方法について説明します。

図 14 :アース接続されたラックルームのある建物
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作業者の準備
ここでは、密閉された静電気防止用袋からシャーシを取り出す前の作業者の準備について説明

します。次の図では、手首に静電気防止用ストラップを付けて、もう1本のストラップの端を
アースに接続する方法について説明しています。静電気防止用リストストラップは、担当者の

静電気を制御する主要な手段です。

注：これらの画像は説明を目的としたものです。シャーシの実際の外観とサイズは異なる場合

があります。

図 15 :静電気防止用ストラップの着用

ルータ取り付け用ラックの準備
標準的な水平取り付けレールの付いた2支柱標準ラックにシャーシを取り付けます。ラックに
シャーシを取り付ける前に、以下の手順を実行することを推奨します。

ステップ 1 シャーシを取り付けるラックを設置します。ラックがアース接続されていることを確認します。

ステップ 2 ラックを床面に固定します。

床面にラックをボルト固定するには、フロアボルトキット（アンカー埋め込みキットとも言う）が必要で

す。床面にラックをボルト固定する方法の詳細については、フロア取り付けキットを専門に扱っている会

社（Hilti社（詳細についてはHilti.comを参照）など）に相談してください。フロア取り付けボルトにアク
セス可能なことを確認します（特に、年に 1度のボルトのトルク調整時）。
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キャビネットの選択に関する注意事項
制御された環境への設置を目的とした装置には、年平均の汚染レベルが指定されています。換

気型のキャビネットまたはラックは、汚染レベルが許容限度内で維持されている場合に使用で

きます。

外部プラント（OSP）エリアへの設置を目的とした装置には、IP65または IP66保護、および
低レベルの年間平均汚染濃度を満たす、熱交換器付きの密閉型キャビネットが必要です。

換気型のキャビネットおよびラックは、OSPアプリケーションには推奨されません。（注）

表 10 :屋内および屋外の設置に適したキャビネットタイプ

屋外の設置に適しているか屋内の設置に適しているかキャビネットタイプ

非対応対応前面扉および背面扉が付いて

いないオープンラック

非対応対応吸気口およびファンに一般的

なエアーフィルタを備えた換

気型のキャビネット

対応対応NEMA-4または IP66保護を満
たす密閉型キャビネット（熱

交換器付き）

対応対応NEMA -4または IP66/IP65保
護を満たす密閉型キャビネッ

ト（空調機器付き）

環境汚染の許容限度

屋外および屋内環境での汚染濃度レベルは、NEBS GR-63-CORE Issue 5 Dec 2017の表 2.3と表
2.4のそれぞれに記載されている汚染レベル未満とする必要があります。汚染の濃度が高いと、
装置のライフタイムに悪影響が及びます。

許容される温度と湿度

許容される温度および湿度の最大レベルは、データシートに記載されている値の範囲内である

必要があります。結露が発生する可能性がある場所や、海、川、大きな池の近くなど、装置が

長期間にわたって高湿度にさらされる場所に設置しないでください。

腐食性の高い環境への設置

腐食性の高いエリアへの設置は推奨されません。腐食性の高いエリアの例として、海岸、交通

量の多い車道から 10 m未満の場所、産業汚染の多いエリアなどがあります。
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環境汚染の定期的な測定

汚染濃度を定期的に確認することをお勧めします。装置の汚染濃度レベルが高くならないよう

に、必要な保護を行う必要があります。

Cisco NCS 540ルータの開梱

始める前に

シャーシパレットの周りに、開梱するのに十分なスペースがあることを確認します。

ステップ 1 アクセサリトレイと梱包材を取り外します。

ステップ 2 梱包材は脇に丁寧に置いておきます。

コンポーネントの製品を返品する必要がある場合に備え、梱包材は保存しておいてください。ヒント

これらの画像は説明を目的としたものです。シャーシの実際の外観とサイズは異なる場合がありま

す。

（注）
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図 16 :デバイスの開梱

フォームエンドキャップ2通常のスロット型コンテナ（配送ボック

ス）

1

製品の前面後部4波形キャップ（前面）3

アクセサリトレイ6製品の背面後部5
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次のタスク

表 11 :アクセサリキット

N540X-12Z16G-SYS-A/DN540X-16Z8Q2C-DN540X-16Z4G8Q2C-A/DN540-12Z20G-SYS-A/DN540-28Z4C-SYS-A/Dカテゴリ

N540-RCKMT-19-ACA
/

N540-RCKMT-19-ACD

N540-RCKMT-19-EGA
/

N540-RCKMT-19-EGD

N540-RCKMT-19-EGA
/

N540-RCKMT-19-EGD

N540-RCKMT-19-CLA
/

N540-RCKMT-19-CLD

N540-RCKMT-19-CLA
/

N540-RCKMT-19-CLD

19インチ
ラックマ

ウントブ

ラケット

N540-RCKMT-23-ACA
/

N540-RCKMT-23-ACD

N540-RCKMT-23-EGA
/

N540-RCKMT-23-EGD

N540-RCKMT-23-EGA
/

N540-RCKMT-23-EGD

N540-RCKMT-23-CLA
/

N540-RCKMT-23-CLD

N540-RCKMT-23-CLA
/

N540-RCKMT-23-CLD

23インチ
ラックマ

ウントブ

ラケット

N540-RCKMT-ETSI-ACA
/

N540-RCKMT-ETSI-ACD

N540-RKMT-ETSI-EGA
/

N540-RKMT-ETSI-EGD

N540-RKMT-ETSI-EGA
/

N540-RKMT-ETSI-EGD

N540-RCKMT-ETSI-CLA
/

N540-RCKMT-ETSI-CLD

N540-RCKMT-ETSI-CLA
/

N540-RCKMT-ETSI-CLD

ETSIラッ
クマウント

ブラケット

サポート対象外サポート対象

外

サポート対象

外

N540-WALLMT-CLAN540-WALLMT-CLA壁面取り付

け用ブラ

ケット

N540-CBL-BRKT-ACN540-CBL-BRKT-EGN540-CBL-BRKT-EGN540-CBL-BRKT-DNN540-CBL-BRKT-CLケーブル管

理ブラケッ

ト

ほとんどのシスコ製品マニュアルはオンラインで入手できます。CiscoNCS500シリーズのサー
ビスルータに付属するシャーシポインタカードには、他のオンラインドキュメントへのリンク

と情報が記載されています。

（注）

製品が使用されていない場合は、最初の梱包状態または静電気防止用 PE袋に入れた密閉状態
でデバイスを保管してください。

（注）

次のアクセサリキットは、CiscoN540-24Z8Q2C-SYS、N540X-ACC-SYS、およびN540-ACC-SYS
の各バリアントに適用されます。

表 12 :アクセサリキット

Modelカテゴリ

N540-CBL-GD-19

N540-CBL-GD
ケーブル管理ブラケット
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Modelカテゴリ

N540-RCKMT-1919インチラックマウントブラケッ
ト

N540-RCKMT-2323インチラックマウントブラケッ
ト

N540-RCKMT-ETSIETSIラックマウントブラケット
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第 4 章

デバイスの設置

このタスクを開始する前に、配布資料『安全上の警告』の「標準の警告文」に記載されている

安全上の警告を読み、確実に理解しておいてください。

Cisco NCS 540のインストールには、次のタスクが含まれます。

Cisco N540-24Z8Q2C-SYS、N540X-ACC-SYS、N540-ACC-SYS、N540-28Z4C-SYS-A/D、
N540-12Z20G-SYS-A/D、N540X-12Z16G-SYS-A/D、および N540X-16Z4G8Q2C-A/の各バリア
ントのインストール手順はいずれも類似しているため、ルータ間の違いが具体的にコールアウ

トされています。

図は参照目的でのみ使用され、お使いの Cisco NCS 540バリアントによって異なる場合があり
ます。

（注）

•ラックの互換性（40ページ）
•ラックまたは壁面でのデバイスのセットアップ（42ページ）
•エアーフィルタの取り付け（50ページ）
•デバイスの接地（52ページ）
• AC電源ケーブルの取り付け（52ページ）
• DC電源ケーブルの取り付け（54ページ）
•ポート接続に関する注意事項 （57ページ）
•コンソールポートへの接続（57ページ）
•管理イーサネットポートへの接続（60ページ）
•タイミングケーブルの接続（61ページ）
• GNSSアンテナインターフェイスへのケーブルの接続（63ページ）
•トランシーバモジュールの取り付けおよび取り外し（63ページ）
•インターフェイスポートの接続（74ページ）
•トランシーバおよび光ケーブルのメンテナンス（74ページ）
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ラックの互換性
次のラック仕様に従うことを推奨します。

ラックタイプ
図 17 :ラック仕様 EIA（19インチおよび 23インチ）

表 13 :ラック仕様 EIA（19インチおよび 23インチ）

マウントフラン

ジの距離（Z）
ラック取り付け穴

の間隔（Y）
ラック前面の開口

（X）
ラックタイプ支柱タイプ

48.2 cm（19イン
チ）

46.5 cm（18.31イ
ンチ）

45 cm（17.75イン
チ）

48.3 cm（19イン
チ）

4支柱

2支柱

58.4 cm（23イン
チ）

56.6 cm（22.31イ
ンチ）

55.24 cm（21.75
インチ）

58.4 cm（23イン
チ）

4支柱

2支柱
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図 18 : 4支柱ラックタイプ
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図 19 : 2支柱ラックタイプ

ラックまたは壁面でのデバイスのセットアップ
Cisco NCS 540は、ラックにセットアップするか、壁付けするかを選択できます。

壁面取り付けは、Cisco N540-24Z8Q2C-SYS、N540X-ACC-SYS、N540-ACC-SYS、
N540-28Z4C-SYS-A/D、および N540-12Z20G-SYS-A/Dの各ルータでのみサポートされていま
す。

（注）

ラックマウント

デバイスには、デバイスの側面で固定されるラック取り付け用ブラケットが付属しています。

ラックにキャスタが付いている場合、ブレーキがかかっているか、または別の方法でラックが

固定されていることを確認してください。

注意
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表 14 : Cisco NCS 540ルータのラックマウントキット

部品数量

ラックマウントブラケット2

M4 X 0.7 X 6 mmフラットヘッドネジ8

M3 x 0.5 x 4 mmのさらネジ33

3
上部カバーまたは NEBSキットは、エアーフローを向上させるためのオプションのアク
セサリであるため、標準的なパッケージには含まれていない場合があります。

デバイスは、新しいケーブル管理ブラケットに同梱されています。従来の長いケーブル管理ブ

ラケットが必要な場合は、A920-CBL-BRKT-Hを注文する必要があります。
（注）

ステップ 1 （オプション）M3ネジを使用して、上部カバーまたは NEBSキットをシャーシに取り付けます。

ステップ 2 次の手順に従って、ラックマウントブラケットとケーブルガイドをルータに取り付けます。

a) ルータにポート側吸気モジュールがある場合は、ポートがコールドアイル側になるようにルータを配
置します。

b) 穴が揃うように、ブラケットの耳をシャーシ側の前面または中央のラックマウントの位置に合わせま
す。

c) 4本のM4ネジを使用してブラケットをシャーシに取り付けます。
d) ステップ 1bと 1cを繰り返して、ルータの反対側にもう一方のラックマウントブラケットを取り付け
ます。

図 20 :ラックマウントブラケットの取り付け

ラックマウントブラケット2上部カバーまたは NEBSキット1
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--電源装置3

図 21 :前面のケーブル管理と 19インチラックマウントブラケットの取り付け

図 22 :中央のケーブル管理と 19インチラックマウントブラケットの取り付け
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図 23 :前面のケーブル管理と 23インチラックマウントブラケットの取り付け

図 24 :中央のケーブル管理と 23インチラックマウントブラケットの取り付け
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図 25 :中央へのケーブル管理と ETSIラックマウントブラケットの取り付け

ステップ 3 次の手順で、2支柱ラックにルータを取り付けます。

a) ルータを持ち上げて 2本のラック支柱の間に配置します。
b) ラックマウントブラケットが 2本のラック支柱に接触するまで、ルータを移動します。
c) 1人がシャーシを水平に持っている間、もう 1人が 2本のネジ（ラックのタイプに応じて 12-24または

10-32ネジ）を 2つのラックマウントブラケットに差し込んで（合計 4本のネジを使用）、垂直ラック
の取り付けレールのケージナットまたはネジ穴にネジを通します。

d) 10-32ネジは 20インチポンド（2.26 N·m）で締め、12-24ネジは 30インチポンド（3.39 N·m）で締めま
す。

壁面マウント

シャーシを壁に取り付ける前に、まず壁面取り付け用ブラケットとケーブルガイドをシャーシ

に取り付ける必要があります。

壁面取り付けは、Cisco N540-24Z8Q2C-SYS、N540X-ACC-SYS、N540-ACC-SYS、
N540-28Z4C-SYS-A/D、および N540-12Z20G-SYS-A/Dの各ルータでのみサポートされていま
す。

（注）

壁面用ブラケットの取り付け

デバイスには、デバイスの側面で固定される壁面取り付け用ブラケットが付属しています。
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ステップ 1 壁面取り付け用ブラケットをアクセサリキットから取り出し、デバイスの横に配置します。

図に示すようにブラケットを取り付けることができます。（注）
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図 26 :壁面取り付け用ブラケットの取り付け（N540-28Z4C-SYS-D）
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ステップ 2 10インチポンド（1.1ニュートンメートル）の推奨される最大トルクでデバイスにブラケットを固定しま
す。

デバイスの壁面取り付け

デバイスを取り付けるときは常に、電源が必ず上部に位置するようにしてください。（注）

デバイスおよびケーブルを確実に支えるため、デバイスを壁面の間柱、または固定した合板の

背板にしっかりと取り付けてください。

図 27 :デバイスの壁面取り付け（N540-28Z4C-SYS-D）
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デバイスを取り付ける前に、デバイスの側面にあるすべての未使用のネジ穴がネジで保護され

ていることを確認します。

注意

エアーフィルタの取り付け
ここでは、次のNCS 540ルータのバリアントにエアーフィルタN540X-16Z4G8Q2C-Fを取り付
ける方法について説明します。

• N540X-16Z4G8Q2C-A

• N540X-16Z4G8Q2C-D

エアーフィルタは 1回だけ使用できます。通常は、3か月ごとにエアーフィルタを点検し、必
要に応じて 6か月ごとに交換することをお勧めします。

（注）

始める前に

•「ラックマウント（42ページ）」の手順を完了します。

•エアーフィルタは上から取り付けるため、ルータの上に約2ラックユニットのスペースが
あることを確認します。

ステップ 1 図に示すように、シャーシの吸気口側の上にエアーフィルタを配置します。

図 28 :エアーフィルタの配置
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エアーフィルタの上部ブラケットにある「TOP REAR」というラベルの位置を確認します。ラベル
は、ルータのシャーシの上側に配置すべきエアーフィルタの側面を示す設置ガイドとして機能しま

す。

（注）

ステップ 2 図に示すように、エアーフィルタを上からスライドさせて通気口を覆います。

図 29 :エアーフィルタをスライドさせる

図に示すように、エアーフィルタには3つの磁気ポイントがあります。磁気ポイントにより、エアー
フィルタがルータのシャーシに固定されます。

（注）

図 30 :磁気ポイント
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デバイスの接地
このタスクを開始する前に、配布資料『安全上の警告』の「ESDによる損傷の防止」に記載さ
れている安全上の警告を読み、確実に理解しておいてください。

デバイスに電源を接続したり、電源をオンにしたりする前に、デバイスを適切にアース接続し

てください。

ここでは、デバイスをアース接続する方法について説明します。アースラグはデバイスの背面

パネルにあります。

ステップ 1 ローカルサイトの規則に従って、アースケーブルがラックの上部に接続されていることを確認します。

図 31 :アースラグ

ステップ 2 指定されたデュアルホールラグコネクタを使用して、シェルフアースケーブル（#6 AWGケーブル）の
一端をシャーシ背面の接地点に接続します。

a) ワイヤストリッパを使用して、アース線の端から 0.75インチ（19 mm）ほど、被膜をはがします。
b) むき出しになったアースケーブルの端を、アースラグの開放端に差し込みます。
c) 圧着工具を使用して、アースラグにアースケーブルを固定します。
d) シャーシのアースパッドに貼られているラベルをはがします。
e) 金属どうしがぴったり接触するように、アースラグをアースパッド上に重ね、アースラグとアース
パッドの穴に、ワッシャ付きの 2本のM4ネジを差し込みます。

f) アースラグおよびアース線が他の機器の妨げにならないことを確認します。

g) アース線の反対側の端を処理し、設置場所の適切なアースに接続して、シャーシに十分なアースが確
保されるようにします。

AC電源ケーブルの取り付け
電源スロットに AC電源ケーブルを取り付けるには、以下の手順に従います。

ステップ 1 電源モジュールに電源コードを差し込みます。
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ステップ 2 電源コードをタイ [1、3]の中に差し込み、次の図の [2、4]に示すように電源コードのまわりをタイで固定
します。

図 32 : AC電源コードへのタイおよびクリップの取り付け

これらの画像は説明を目的としたものです。CiscoNCS540の特定のバリアントには、電源コードの
タイが含まれていません。

（注）

AC電源モジュールの有効化
AC電源をアクティブにするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 電源モジュールに電源コードを差し込みます。

ステップ 2 電源コードのもう一方の端を AC入力電源に接続します。

ステップ 3 各電源の前面パネル LED（PS0または PS1）がグリーンになっているかどうかを調べて、電源の動作を確
認します。
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ステップ 4 LEDに電源の問題が表示された場合は、「トラブルシューティング」でトラブルシューティング情報を参
照してください。

ステップ 5 冗長 AC電源も接続している場合は、2番目の電源装置に対してこの手順を繰り返します。

冗長 AC電源を接続している場合は、電源障害の発生時の電力損失を防ぐために、各電源は別の電
源ソースに接続してください。

（注）

DC電源ケーブルの取り付け

DC電源を取り付けるときは、12AWG、90°Cの定格温度のケーブルを使用します。ケーブル
長は、送信元から最大 3 mにすることをお勧めします。最大 5 mのケーブルでは 10AWG、最
大 3 mのケーブルでは 12AWG、90°Cの温度定格ケーブルを使用し、その他の長さの場合はシ
スコに連絡してください。

（注）

N540X-16Z4G8Q2C-A/Dおよび N540X-16Z8Q2C-Dの場合、DC電源を取り付けるときは、14
～ 16AWG、90°Cの定格温度のケーブルを使用します。ケーブル長は、送信元から最大 3 mに
することをお勧めします。最大5mのケーブルでは14AWG、最大3mのケーブルでは16AWG、
90°Cの温度定格ケーブルを使用し、その他の長さの場合はシスコに連絡してください。

（注）

•建物に設置されている回路短絡（過電流）保護機能の設定が15Aを超えていないことを必
ず確認してください。

•現在の保護機能では、DCの最大定格が 10Aの回路ブレーカーまたは高速動作ヒューズを
使用することをお勧めします。

（注）

DCコネクタまたは端子ブロックは、1.3～ 1.8 N-mのトルクが適用可能な組み込みネジおよび
ケージナットを備えています。

（注）
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図 33 :組み込みネジを備えた DCコネクタ

0.46 cm（0.18インチ）C1.88 cm（0.74インチ）A

0.36 cm（0.14インチ）D0.64 cm（0.25インチ）B

1.58 cm（0.62インチ）M

DC電源を接続するには、以下のようにします。

ステップ 1 端子ブロックプラグを確認します。

ステップ 2 DC入力電源線を端子ブロックプラグに差し込みます。

ステップ 3 指定されたネジを使用して DC電源ケーブルを取り付けます。

ステップ 4 ラチェットトルクドライバを使用して、端子ブロックプラグの非脱落型ネジを締めます。次の図を参照
してください。
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図 34 : DC電源線の取り付け

これらの画像は説明を目的としたものです。CiscoNCS540の特定のバリアントでは異なる場合があ
ります。

（注）

DC電源モジュールの有効化
DC電源をアクティブにするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 回路ブレーカーのルータハンドルからテープを取り除き、回路ブレーカーのルータハンドルをオン（|）
の位置にして電源を再投入します。

ステップ 2 各電源の前面パネル LED（PS0または PS1）がグリーンになっているかどうかを調べて、電源の動作を確
認します。

ステップ 3 LEDが電源に問題のあることを示した場合は、「トラブルシューティング」を参照してください。

ステップ 4 冗長 DC電源も接続している場合は、2番目の電源装置に対してこの手順を繰り返します。

冗長 DC電源を接続している場合は、電源障害の発生時の電力損失を防ぐために、各電源は別の電
源ソースに接続してください。

（注）
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ポート接続に関する注意事項
シャーシに応じて、Quad Small Form-Factor Pluggable Plus（QSFP+）、QSFP28、SFP、SFP+、
および RJ45コネクタを使用して、ラインカード上のポートを他のネットワークデバイスに接
続できます。

光ファイバケーブルの損傷を防ぐために、ラインカードにトランシーバを取り付けるときは、

トランシーバを光ファイバケーブルから外しておくことを推奨します。トランシーバをルータ

から取り外す前に、ケーブルをトランシーバから外してください。

トランシーバと光ケーブルの有効性と寿命を最大化するには、次の手順を実行します。

•トランシーバを扱うときは、常にアースに接続されている静電気防止用リストストラップ
を着用してください。通常、ルータを設置するときはアースされており、リストストラッ

プを接続できる静電気防止用のポートがあります。

•トランシーバの取り外しおよび取り付けは、必要以上に行わないでください。取り付けお
よび取り外しを頻繁に行うと、耐用年数が短くなります。

•高精度の信号を維持し、コネクタの損傷を防ぐために、トランシーバおよび光ファイバ
ケーブルを常に埃のない清潔な状態に保ってください。減衰（光損失）は汚れによって増

加します。減衰量は 0.35 dB未満に保つ必要があります。

•埃によって光ファイバケーブルの先端が傷つかないように、取り付ける前にこれらの
部品を清掃してください。

•コネクタを定期的に清掃してください。必要な清掃の頻度は、設置環境によって異な
ります。また、埃が付着したり、誤って手を触れたりした場合は、コネクタを清掃し

てください。ウェットクリーニングやドライクリーニングが効果的です。設置場所

の光ファイバ接続清掃手順に従ってください。

•コネクタの端に触れないように注意してください。端に触れると指紋が残り、その他
の汚染の原因となることがあります。

•埃が付着していないこと、および損傷していないことを定期的に確認してください。損傷
している可能性がある場合には、清掃後に顕微鏡を使用してファイバの先端を調べ、損傷

しているかどうかを確認してください。

コンソールポートへの接続
ルータをネットワーク管理接続するか、ルータをネットワークに接続する前に、コンソール端

末でローカルの管理接続を確立して、ルータの IPアドレスを設定する必要があります。コン
ソールを使用して、次の機能を実行することもできます（それぞれの機能は、その接続を確立

したあとで管理インターフェイスを使用して実行できます）。

•コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してルータを設定する。
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•ネットワークの統計データおよびエラーを監視する。

•簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）エージェントパラメータを設定する。

•ソフトウェアアップデートをダウンロードする。

システムコンソールポートは、Cisco NCS 540固定ポートシャーシの初期設定を行うための
データ端末接続用のRJ-45レセプタクルです。コンソールケーブルはハードウェアとともに出
荷されます。

パッケージには RJ45/DB-9アダプタケーブルのみが付属しています。（注）

端末の動作値を 115200 bps、8データビット、パリティなし、2ストップビット、フロー制御
なしに設定することをお勧めします。フロー制御を設定すると、コンソールバッファで輻輳が

発生し、予期しない動作が発生する可能性があります。

注意
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図 35 :シャーシへの USBコンソールケーブルの接続

USBタイプAのコンソールケーブル2RJ45ポート1

データ端末をコンソールポートに接続するには、次の手順を実行します。

始める前に

•ルータは完全にラックに装着され、電源に接続され、アースされている必要があります。

•コンソール、管理、およびネットワーク接続に必要なケーブルが利用可能である必要があ
ります。

• RJ-45ロールオーバーケーブルおよびDB9F/RJ-45アダプタはルータアクセサリキッ
トに含まれています。

•設置したルータの場所までネットワークケーブルを配線しておく必要があります。
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ステップ 1 端末の動作値を 115200 bps、8データビット、パリティなし、2ストップビット、フロー制御なしに設定し
ます。フロー制御を設定すると、コンソールバッファで輻輳が発生し、予期しない動作が発生する可能性

があります。

ステップ 2 ケーブルの端末側をデータ端末のインターフェイスポートに接続します。

ステップ 3 ケーブルの反対側をコンソールポートに接続します。

次の表に、RJ-45ケーブルのピン配列情報を示します。

表 15 : RJ-45ストレートスルーケーブルのピン配列

信号RJ-45ピン

—1

—2

Tx3

アース（GND）4

GND5

Rx6

—7

—8

管理イーサネットポートへの接続
管理イーサネットポートはアウトオブバンド管理を行うためのものです。このポートに接続す

ることにより、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して IPアドレスでルータを管
理できます。このポートでは、RJ-45インターフェイスで10/100/1000イーサネット接続が使用
されます。

IPアドレスの競合を防ぐため、初期設定が完了するまで管理イーサネットポートを接続しな
いでください。

（注）

システム管理ポートにケーブルを接続するには、管理イーサネットポート上のRJ-45レセプタ
クルにカテゴリ 5のケーブルを直接接続します。
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図 36 :コンソールポート

GR-1089-COREに準拠するために、装置の屋内ポートでは、シールドされた建物内配線、ある
いは両端がアースに接続された配線を使用する必要があります。

（注）

始める前に

ルータの初期設定を完了する必要があります。

ステップ 1 RJ-45レセプタクルに直接ケーブルを差し込みます。

ステップ 2 RJ-45ケーブルのネットワーク側をスイッチ、ハブ、リピータ、またはその他の外部機器に接続します。

タイミングケーブルの接続

ケーブルをRSPに取り付けるときは、ファントレイを取り外せるように余分のケーブルのサー
ビスループを残すことを推奨します。

（注）

ここでは、ルータにタイミングケーブルを接続する方法について説明します。
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BITSインターフェイスへのケーブルの接続
ここでは、ルータの BITSポートにケーブルを接続する方法について説明します。

ステップ 1 ルータの電源がオフであることを確認します。

ステップ 2 ストレート型のシールド付き RJ48C-to-RJ48Cケーブルを使用して BITSポートにケーブルの一方の端を接
続します。

ステップ 3 設置場所で BTSパッチまたは境界パネルにもう一方の端を接続します。

ステップ 4 ルータの電源をオンにします。

2つの BITSソースまたは Y字型ケーブルの使用は任意です。各 BITS入力ポートは両方の RSPに
ルーティングされるため、各 RSPの SETSデバイスは両方の BITS入力を認識できます。

（注）

電磁適合性と安全性に関する Telcordia GR-1089 NEBS標準に準拠するために、BITSポートは屋内ま
たは露出していない配線またはケーブルのみに接続してください。屋内ケーブルは、シールドした

上で、シールドを両端でアースに接続する必要があります。機器またはサブアセンブリの屋内ポー

トは、OSPまたはその配線につながるインターフェイスに金属的に接続しないでください。これら
のインターフェイスは、イントラビルディングインターフェイス（GR-1089-COREに記載されてい
るタイプ 2またはタイプ 4のポート）での使用のみを目的に設計されており、露出 OSP配線から分
離する必要があります。一次保護装置を追加しても、これらのインターフェイスをOSP配線に金属
的に接続するには不十分です。

警告

GPSインターフェイスへのケーブルの接続
ここでは、周波数の入出力タイミング用にルータから GPS装置にケーブルを接続する方法に
ついて説明します。

10 MHzまたは 1-PPS入力インターフェイスへのケーブルの接続

ステップ 1 GPS装置にMini-Coaxケーブルの一方の端を接続します。

ステップ 2 Mini-Coaxケーブルのもう一方の端をルータの RSPにある 10MHzまたは 1PPSポートに接続します。

10 MHzまたは 1 PPS出力インターフェイスへのケーブルの接続

ステップ 1 スレーブ装置にMini-Coaxケーブルの一方の端を接続します。

ステップ 2 ルータの 10 MHzまたは 1 PPSポートにMini-Coaxケーブルのもう一方の端を接続します。
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ToDインターフェイスへのケーブルの接続

ステップ 1 GPS装置にストレートイーサネットケーブルの一方の端を接続します。

ステップ 2 ストレートイーサネットケーブルのもう一方の端をルータの RSPにある ToDまたは 1 PPSポートに接続
します。

電磁適合性と安全性に関する Telcordia GR-1089 NEBS標準に準拠するために、ToDポートは屋内ま
たは露出していない配線またはケーブルのみに接続してください。屋内ケーブルは、シールドした

上で、シールドを両端でアースに接続する必要があります。機器またはサブアセンブリの屋内ポー

トは、OSPまたはその配線につながるインターフェイスに金属的に接続しないでください。これら
のインターフェイスは、屋内インターフェイス専用（GR-1089-COREに記載されたタイプ 2ポート
またはタイプ 4ポート）に設計されており、屋外用のOSPケーブルと区別する必要があります。一
次保護装置を追加しても、これらのインターフェイスをOSP配線に金属的に接続するには不十分で
す。

警告

GPSポートのピン割り当ての詳細については、ピン割り当ての表を参照してください。（注）

GNSSアンテナインターフェイスへのケーブルの接続

GNSSモジュールは、ホットスワップ可能ではありません。（注）

1. GNSS RF INポートにシールド付き同軸ケーブルの一方の端を接続します。

2. SMAマッティングケーブルアセンブリのトルクは 3インチポンド以内に維持する必要が
あります。CiscoN540-24Z8Q2C-SYS、CiscoN540X-ACC-SYS、およびCiscoN540-ACC-SYS
の場合、コネクタとの接触を確実にするためにわずかに長い嵌合 SMAコネクタを使用す
るときは、ナットとワッシャを取り外してもかまいません。

3. シールド付き同軸ケーブルのもう一方の端を GNSSアンテナに接続します。複数の GNSS
モジュールが単一のアンテナに接続している場合は、パッシブスプリッタを使用します。

トランシーバモジュールの取り付けおよび取り外し

SFPモジュールの取り付けおよび取り外し
SFPまたは SFP+モジュールの取り外しや取り付けを行う前に、この項の取り付けに関する説
明をお読みください。
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ステートメント 1051 -レーザー放射

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されて

いる可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでく

ださい。

警告

SFPまたは SFP+モジュールが取り付けられていない場合は、次の図のように、光モジュール
のケージにきれいな SFP/SFP+モジュールケージカバーを差し込んで、ラインカードを保護
してください。

注意

図 37 : SFP/SFP+モジュールケージカバー

ケーブルを外した後は、SFPまたは SFP+モジュールにきれいなダストカバーを差し込んでモ
ジュールを保護してください。ファイバケーブルを別のモジュールの光ポートに差し込む場合

は、その前に、必ずファイバケーブルの光学面をクリーニングしてください。SFPまたはSFP+
モジュールの光ポート内に埃やその他の汚れが入らないようにしてください。光モジュール

は、埃によって遮られると正常に動作しません。

注意

SFPまたは SFP+モジュールの取り付けや取り外しは、光ファイバケーブルを接続した状態で
行わないことを強く推奨します。ケーブル、ケーブルコネクタ、またはモジュールの光イン

ターフェイスを損傷する可能性があります。SFPまたは SFP+モジュールの取り付けや取り外
しを行う前に、すべてのケーブルを外してください。モジュールの取り外しや取り付けを行う

と耐用年数が短くなる可能性があるため、本当に必要な場合以外はモジュールの取り外しや取

り付けを行わないでください。

注意
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SFPまたは SFP+モジュールを取り付けると、モジュールの下部にある三角形のピンがレセプ
タクルの穴に差し込まれる際にクリック音が聞こえます。このクリック音は、モジュールが正

しく装着され、レセプタクルに固定されていることを示します。各 SFPまたは SFP+モジュー
ルをしっかりと押し込んで、モジュールがラインカードの指定レセプタクルに完全に装着され

固定されていることを確認してください。

（注）

ベールクラスプ SFPまたは SFP+モジュール

ベールクラスプ SFPまたは SFP+モジュールには、モジュールの取り外しや取り付けに使用す
るクラスプが付いています（下記の図を参照）。

図 38 :ベールクラスプ SFPまたは SFP+モジュール

ベールクラスプ SFPまたは SFP+モジュールの取り付け

このタイプの SFPまたは SFP+モジュールを取り付けるには、次の手順を実行します。

ステップ 1 静電気防止用リストまたはアンクルストラップを取り付けて、使用手順に従います。

ステップ 2 SFPモジュールを挿入する前に、ベールクラスプを閉じます。

ステップ 3 SFPモジュールをポートに合わせ、ポートに押し込みます（次の図を参照）。

図 39 :ポートへのベールクラスプ SFPモジュールの取り付け
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SFPまたはSFP+モジュールを取り付けると、SFPモジュールの下部にある三角形のピンがレセプタ
クルの穴に差し込まれる際にクリック音が聞こえます。このクリック音は、モジュールが正しく装

着され、レセプタクルに固定されていることを示します。各 SFPモジュールをしっかりと押し込む
ことにより、SFPモジュールがラインカードの割り当てられたレセプタクルに完全に装着および固
定されていることを確認します。

（注）

ベールクラスプ SFPまたは SFP+モジュールの取り外し

このタイプの SFPまたは SFP+モジュールを取り外すには、次の手順を実行します。

ステップ 1 静電気防止用リストまたはアンクルストラップを取り付けて、使用手順に従います。

ステップ 2 すべてのインターフェイスケーブルをポートから取り外します。その際、ラインカードのどのポートにど
のケーブルが接続されていたかを記録しておきます。

ステップ 3 SFPモジュールのベールクラスプを人差し指で開きます（下記の図を参照）。人差し指でベールクラスプ
を開くことができないときは、小さなマイナスドライバまたはその他の細長い工具を使用してベールクラ

スプを開きます。

ステップ 4 SFPモジュールを親指と人差し指でつまみ、慎重にポートから取り外します（下記の図を参照）。

この操作は、最初のインスタンス中に実行する必要があります。すべてのポートが装着された後で

は実行できない可能性があります。

（注）
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図 40 :ベールクラスプ SFPまたは SFP+モジュールの取り外し

ステップ 5 取り外した SFPモジュールは、静電気防止用マットの上に置くか、（返却する場合）取り外し後、ただち
に静電気防止用袋に入れてください。

ステップ 6 ラインカードを保護するため、SFPモジュールが取り付けられていない光モジュールケージ内にきれいな
SFPモジュールケージカバーを挿入します。

Cisco NCS 540ルータハードウェア設置ガイド
67

デバイスの設置

ベールクラスプ SFPまたは SFP+モジュールの取り外し



QSFPトランシーバモジュールの取り付けおよび取り外し

このセクションのQSFPという記述は、QSFP+、QSFP28、およびQSFP-DDを指します。光ト
ランシーバの詳細については、『Cisco Optical Transceiver Handling Guide』を参照してくださ
い。

（注）

ここでは、Quad Small Form-Factor Pluggable（QSFP）トランシーバモジュールの取り付け、配
線、取り外しについて説明します。これらのモジュールは、システムのモジュールポート電気

回路に銅線または光ファイバのネットワークを接続する、ホットスワップ可能な入出力（I/O）
デバイスです。

次の図に、400ギガビット QSFP-DDトランシーバモジュールを示します。

図 41 : 400ギガビット QSFP-DDトランシーバモジュール

QSFP-DDトランシーバ本体2プルタブ1

モジュール回路への電気接続3

ステートメント 1079 -高温表面

このアイコンは、高温表面の警告です。熱くなっている表面の近くで作業する場合は注意して

ください。

警告
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概要

40ギガビット（GE）QSFP+および100ギガビット（QSFP28）トランシーバモジュールはホッ
トスワップ可能なパラレル光ファイバモジュールで、4個の独立した光送受信チャネルを備え
ています。これらのチャネルは、別の 40ギガビットQSFP+トランシーバで終端することも、
4個の独立した 10ギガビット SFP+トランシーバに分離することもできます。QSFP+トラン
シーバモジュールは、システムの電気回路を外部の光ネットワークに接続します。

次の図は、40ギガビット光 QSFP+トランシーバを示しています。トランシーバは主にスイッ
チ、ルータ、および SFP+モジュールよりも高密度なデータセンター機器内の短い距離で使用
されます。100ギガビット光 QSFP28トランシーバは、40ギガビット光 QSFPトランシーバに
似ています。

図 42 : 40ギガビット QSFP+トランシーバモジュール（光ファイバ）

モジュール回路への電気接続340GBASE QSFP+トランシーバ本体1

ベールクラスプラッチ2

必要な工具と機材

トランシーバモジュールの取り付けには次の工具が必要です。

• ESD（静電放電）の発生を防止するためのリストストラップまたはその他の個人用アース
装置

•トランシーバを置くための静電気防止用マットまたは静電気防止材

•光ファイバ端面のクリーニングツールおよび検査機器

光ファイバ接続の点検および清掃については、「トランシーバおよび光ケーブルのメンテナン

ス」を参照してください。

100ギガビットトランシーバモジュールの取り付け

QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールには、ベールクラスプラッチまたはプルタブ
ラッチを付けることができます。両方のタイプのラッチの取り付け手順について説明します。
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QSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールは、静電気の影響を受けやすいデバイスです。
QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールを取り扱う場合やシステムモジュールに触れ
る場合は、必ず、静電気防止用リストストラップなどの個人用アースデバイスを使用してく

ださい。

注意

QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールを取り付けるには、次の手順を実行します。

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを自分自身とシャーシまたはラックの適切な接地点に取り付けます。

ステップ 2 QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールを保護パッケージから取り出します。

ステップ 3 QSFP+または QSFP28トランシーバモジュール本体のラベルを調べて、使用しているネットワークに適し
たモデルであることを確認します。

ステップ 4 光QSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールの場合は、光ボアダストプラグを取り外し、脇に置きま
す

ステップ 5 プルタブが付いているQSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールの場合は、IDラベルが上になるよう
にトランシーバを保持します。

ステップ 6 ベールクラスプラッチが付いているQSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールの場合は、ベールクラ
スプを垂直位置に合わせます。

ステップ 7 QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールをトランシーバソケット開口部の前面に合わせ、ソケット
の電気コネクタに接触するまでQSFP+またはQSFP28トランシーバをソケットに慎重に挿入します（下記
の図を参照）。

図 43 : 100ギガビット QSFP28トランシーバモジュールの取り付け（留め具式ラッチが付属している光トランシーバの図）

ステップ 8 モジュールのトランシーバソケットに完全に装着されるまで、QSFP+またはQSFP28トランシーバモジュー
ルの前面を親指でしっかりと押します（下記の図を参照）。

Cisco NCS 540ルータハードウェア設置ガイド
70

デバイスの設置

100ギガビットトランシーバモジュールの取り付け



ラッチが完全にかみ合っていないと、QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールが突然外れる
ことがあります。

注意

図 44 : 100ギガビット QSFP28トランシーバモジュールの装着（留め具式ラッチが付属している光トランシーバの図）

ステップ 9 光 QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールの場合は、ネットワークインターフェイスケーブルを
接続する準備が整うまで、QSFP+または QSFP28トランシーバの光ボアにダストプラグを再び取り付けま
す。ダストプラグは、ネットワークインターフェイスケーブルを取り付ける準備ができるまで外さないで

ください。

光ネットワークケーブルの接続

始める前に

ダストプラグを取り外して光接続を確立する前に、次の注意事項に従ってください。

•接続の準備が整うまで、未接続の光ファイバケーブルコネクタとトランシーバの光ボアに
保護用ダストプラグを付けておきます。

•接続の直前に、MPOコネクタの終端を点検および清掃してください。光ファイバ接続の
検査と清掃方法の詳細については、『光ファイバ接続の検査とクリーニングの手順』マ

ニュアルを参照してください。
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•光ファイバケーブルを抜き差しするときは、MPOコネクタハウジングだけをつかんでく
ださい。

QSFPトランシーバモジュールは、誤挿入を防ぐために、特定の向きにしか挿入できないよう
になっています。

（注）

光 QSFPトランシーバのマルチファイバプッシュオン（MPO）コネクタは、物理接触（PC）
または超物理的接触（UPC）フラット研磨面タイプのネットワークインターフェイスケーブ
ルに対応しています。光 QSFPトランシーバのMPOコネクタは、斜め研磨接触（APC）面タ
イプのネットワークインターフェイスケーブルには対応していません。

（注）

ステップ 1 光ネットワークインターフェイスケーブルのMPOコネクタからダストプラグを取り外します。ダストプ
ラグは将来の使用に備えて保管しておいてください。

ステップ 2 MPOコネクタの光ファイバ端面を点検および清掃します。

ステップ 3 トランシーバモジュールの光ボアからダストプラグを取り外します。

ステップ 4 ネットワークインターフェイスケーブルのMPOコネクタをトランシーバモジュールにただちに接続しま
す（次の図を参照）。

図 45 :トランシーバモジュールのケーブル配線
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100ギガビット QSFP28トランシーバモジュールの取り外し

QSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールは、静電気の影響を受けやすいデバイスです。
QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールを取り扱ったり、モジュールに触れたりする
場合は、静電気防止用リストストラップや類似した個別のアースデバイスを常に使用してく

ださい。

注意

QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールを取り外すには、次の手順を実行します。

ステップ 1 光QSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールの場合は、QSFP+またはQSFP28トランシーバコネクタ
からネットワークインターフェイスケーブルを取り外します。

ステップ 2 ベールクラスプラッチが付いたQSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールの場合は、以下を実行しま
す（下記の上の図を参照）。

a) ベールクラスプを水平位置まで下げます。
b) ただちに、トランシーバの光ボアにダストプラグを取り付けます。
c) QSFP+または QSFP28トランシーバの側面を持ち、トランシーバをスライドさせてモジュールソケッ
トから抜き取ります。

ステップ 3 プルタブラッチが付いたQSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールの場合は、以下を実行します（下
記の下の図を参照）。

a) ただちに、トランシーバの光ボアにダストプラグを取り付けます。
b) タブを持ってゆっくりと引き、トランシーバをソケットから解除します。
c) トランシーバをスライドさせてソケットから抜き取ります。

図 46 : 100ギガビット QSFP28トランシーバモジュールの取り外し

ステップ 4 QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールを静電気防止袋に格納します。

Cisco NCS 540ルータハードウェア設置ガイド
73

デバイスの設置

100ギガビット QSFP28トランシーバモジュールの取り外し



インターフェイスポートの接続
ネットワーク接続のために、ラインカード上の光インターフェイスポートを他のデバイスに

接続できます。

ネットワークへの光ファイバポートの接続

使用しているラインカードモデルによっては、QSFP+またはQSFP28トランシーバを使用でき
ます。一部のトランシーバはトランシーバに接続する光ファイバケーブルで動作し、その他の

トランシーバは事前に接続されている銅ケーブルで動作します。ポート用の光ファイバケーブ

ルを取り付けるには、トランシーバに光ファイバケーブルを取り付ける前に、1ギガビット光
ポート用の SFPトランシーバを取り付けるか、10ギガビット光ポート用の SFP+トランシーバ
または 100ギガビットポート用の QSFP+トランシーバを取り付ける必要があります。

トランシーバの取り付けおよび取り外しを行うと、耐用年数が短くなります。トランシーバの

取り外しや取り付けは、本当に必要な場合以外は行わないでください。トランシーバの取り付

けや取り外しは、ケーブルやトランシーバの損傷を防ぐため、ケーブルを外してから行うこと

を推奨します。

注意

ネットワークからの光ポートの接続解除

光ファイバトランシーバを取り外す必要がある場合は、光ファイバケーブルをトランシーバ

から取り外してから、トランシーバをポートから外す必要があります。

トランシーバおよび光ケーブルのメンテナンス
高精度の信号を維持し、コネクタの損傷を防ぐためには、トランシーバおよび光ファイバケー

ブルを埃のない清潔な状態に保つ必要があります。減衰（光損失）は汚れによって増加しま

す。減衰量は 0.35 dB未満でなければなりません。

メンテナンスの際には、次の注意事項に従ってください。

•トランシーバは静電気に敏感です。静電破壊を防止するために、アースしたシャーシに接
続している静電気防止用リストストラップを着用してください。

•トランシーバの取り外しおよび取り付けは、必要以上に行わないでください。取り付けお
よび取り外しを頻繁に行うと、耐用年数が短くなります。

•未使用の光接続端子には、必ずカバーを取り付けてください。埃によって光ファイバケー
ブルの先端が傷つかないように、使用前に清掃してください。

•コネクタの端に触れないように注意してください。端に触れると指紋が残り、その他の汚
染の原因となります。
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•コネクタを定期的に清掃してください。必要な清掃の頻度は、設置環境によって異なりま
す。また、埃が付着したり、誤って手を触れたりした場合は、コネクタを清掃してくださ

い。ウェットクリーニングやドライクリーニングが効果的です。設置場所の光ファイバ

接続清掃手順に従ってください。

•埃が付着していないこと、および損傷していないことを定期的に確認してください。清掃
後に顕微鏡を使用してファイバの先端を調べ、損傷の有無を確認してください。
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第 5 章

デバイスの設定

このタスクを開始する前に、配布資料『安全上の警告』の「電気機器の安全な取り扱い」に記

載されている安全上の警告を読み、確実に理解しておいてください。

Cisco NCS 540の設定には、次のタスクが含まれます。

•ルータの初期設定の作成（77ページ）
•デバイスの取り付け確認（79ページ）

ルータの初期設定の作成
ルータ管理インターフェイスに IPアドレスを割り当て、ルータをネットワークに接続できる
ようにします。

初めてルータの電源を入れると、ルータが起動し、ルータの設定に役立つ一連の質問が表示さ

れます。ユーザが入力する必要がある IPアドレスを除き、各設定にはルータをネットワーク
に接続するためのデフォルトの選択肢を使用できます。

これらのルータは、隣接デバイスが完全な動作状態にある場合、30分以内に起動するように設
計されています。

（注）

ネットワーク内の他のデバイス間でルータを識別するために、ルータの一意の名前を意識して

ください。

（注）

始める前に

•コンソールデバイスをルータに接続する必要があります。

•ルータを電源に接続する必要があります。

•管理インターフェイス（MgmtEth0/RP0/CPU0/0および MgmtEth0/RP1/CPU0/0）に必要な IPア
ドレスとネットマスクを決定します。
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ステップ 1 ルータの電源を投入します。

電源モジュールユニットがルータに電力を送信すると、各電源モジュールの LEDがグリーンに点灯し、
ルータで使用するパスワードを指定するように求められます。

ステップ 2 システムを初めて起動すると、新しいユーザ名とパスワードが作成されます。次のプロンプトが表示され
ます。

!!!!!!!!!!!!!!!!!!!! NO root-system username is configured. Need to configure root-system username.
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

--- Administrative User Dialog ---

Enter root-system username:
% Entry must not be null.

Enter root-system username: root
Enter secret:
Use the 'configure' command to modify this configuration.
User Access Verification

Username: root
Password:

RP/0/RP0/CPU0:ios#

ステップ 3 このルータに使用する新しいパスワードを入力します。

パスワードのセキュリティ強度が確認され、強力なパスワードであると見なされない場合、そのパスワー

ドは拒否されます。パスワードのセキュリティ強度を上げるには、次のガイドラインにパスワードが従っ

ていることを確認します。

•最低 8文字

•連続した文字（「abcd」など）の使用を最低限にするか使用しない

•文字の繰り返し（「aaa」など）を最低限にするか使用しない

•辞書で確認できる単語が含まれない

•正しい名前を含んでいない

•大文字および小文字の両方が含まれている

•数字と文字の両方が含まれている

平文のパスワードには、特殊文字のドル記号（$）を含めることはできません。（注）

パスワードが平凡な場合（短くて解読されやすいパスワードなど）、そのパスワード設定は拒否さ

れます。この手順の注意事項で説明したように、強力なパスワードを設定してください。パスワー

ドは大文字と小文字が区別されます。

ヒント

強力なパスワードを入力すると、パスワードを確認するように求められます。
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ステップ 4 パスワードを再度入力します。

同じパスワードを入力すると、パスワードが受け入れられます。

ステップ 5 管理インターフェイスの IPアドレスを入力します。

ステップ 6 管理インターフェイスのネットワークマスクを入力します。

ステップ 7 設定を編集するかどうかを尋ねられます。設定を変更しない場合は、noと入力します。

ステップ 8 設定を保存するかどうかを尋ねられます。設定を保存する場合は、yesと入力します。

デバイスの取り付け確認
Cisco NCS 540ルータを設置したら、showコマンドを使用して設置および設定内容を確認でき
ます。問題が検出された場合は、さらに設定を行う前に修正を行ってください。

ステップ 1 show inventory

例：

#show inventory

製品 ID、シリアル番号、バージョン IDなどの現場交換可能ユニット（FRU）に関する情報を表示します。

ステップ 2 admin show environment

例：

#admin show environment

ルータの環境関連の情報がすべて表示されます。

ステップ 3 show environment temperature

例：

#show environment temperature

カード温度センサの温度の読み取りを表示します。各システムコントローラ、ルートプロセッサ、ライン

カード、およびファブリックカードには、2個のしきい値を持つ温度センサーがあります。

•マイナー温度しきい値：マイナーしきい値を超えるとマイナーアラームが発生し、4つすべてのセン
サーで次の処理が行われます。

•システムメッセージの表示

• SNMP通知の送信（設定されている場合）

•トリガーされた環境アラームイベントのログへの記録（show alarmコマンドを実行して確認でき
ます）

•メジャー温度しきい値：メジャーしきい値を超えるとメジャーアラームが発生し、次の処理が行われ
ます。

Cisco NCS 540ルータハードウェア設置ガイド
79

デバイスの設定

デバイスの取り付け確認



•センサー 1、3、4（空気吹き出し口センサーおよびオンボードセンサー）に対しては、次の処理
が行われます。

•システムメッセージの表示

• SNMP通知の送信（設定されている場合）

•トリガーされた環境アラームイベントのログへの記録（show alarmコマンドを実行して確認
できます）

•センサー 2（吸気口センサー）に対しては、次の処理が行われます。

•スイッチングカードでしきい値を超えた場合は、そのカードだけがシャットダウンします。

• HA-standbyまたは standbyが存在するアクティブなルートプロセッサカードでしきい値を超
えた場合は、そのルートプロセッサカードだけがシャットダウンし、スタンバイ状態のルー

トプロセッサカードが引き継ぎます。

•スタンバイ状態のルートプロセッサカードがルータに存在しない場合は、温度を下げるため
に最大 2分間待機します。このインターバル中はソフトウェアが 5秒ごとに温度を監視し、
設定に従ってシステムメッセージを送信し続けます。

デュアルルートプロセッサカードを取り付けることを推奨します。デュアルルートプロセッサ

カードがないルータを使用している場合は、1つでもファンが動作しなくなったら、ファンカード
をただちに交換することを推奨します。

（注）

ステップ 4 hw-module location <loc> shutdownまたは [no] hw-module shutdown location <loc>

例：

#hw-module location <loc> shutdown

グレースフルにカードの電源を入れるかまたはシャットダウンします。

ステップ 5 show environment power

例：

#show environment power

ルータ全体の電力使用情報を表示します。

ステップ 6 show environment voltage

例：

#show environment voltage

ルータ全体の電圧を表示します。

ステップ 7 show environment current

例：

#show environment current

現在の環境ステータスを表示します。
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ステップ 8 show environment fan

例：

#show environment fan

ファントレイのステータスを表示します。
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第 6 章

ファンモジュールと電源装置の交換

このタスクを開始する前に、配布資料『安全上の警告』の「電気機器の安全な取り扱い」に記

載されている安全上の警告を読み、確実に理解しておいてください。

ファンモジュールの交換は、Cisco N540X-16Z4G8Q2C-A/D、N540-24Z8Q2C-SYS、
N540X-ACC-SYS、および N540-ACC-SYSの各バリアントにのみ適用されます。

（注）

電源モジュールの交換は、CiscoN540-24Z8Q2C-SYS、N540X-16Z8Q2C-D、N540X-ACC-SYS、
および N540-ACC-SYSの各バリアントにのみ適用されます。

（注）

•ファンモジュールの交換（83ページ）
•電源装置の交換（85ページ）

ファンモジュールの交換

3分以内にファントレイを交換できない場合は、指定された時間制限内に交換する準備が整う
まで、シャーシから取り外さないことを推奨します。

注意

動作中に複数のファントレイを一度に取り外すと、ルータは2分間の猶予をとって動作し、欠
落している追加のファントレイをこの期間内に交換しなければ、シャットダウンされます。複

数のファントレイを取り外したときに、ルータが過熱状態を検知した場合は、2分未満でシャッ
トダウンが発生することがあります。

（注）

ステップ 1 ファントレイ前面の非脱落型取り付けネジを緩めます。
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図 47 :シャーシからのファンモジュールの取り外し

図 48 :シャーシからのファントレイの取り外し（N540X-16Z4G8Q2C-A）

ステップ 2 ファントレイを引き、交換するトレイを取り外します。

ステップ 3 LEDと PIDのラベルを上にしてファンモジュールを持ちます。

ステップ 4 ファンモジュールの位置をシャーシの空いているファントレイスロットに合わせ、左右のラッチからク
リック音がしてシャーシにロックされるまで、モジュールをスロットに完全に押し込みます。

ステップ 5 シャーシの電源がオンになったら、ファンの動作音を確認します。ファンが動作する音がすぐに聞こえる
はずです。動作音が聞こえない場合、ファンモジュールがシャーシに完全に装着されていることを確認し

ます。

ステップ 6 ファンモジュールのLEDが緑に点灯していることを確認します。LEDが緑に点灯していない場合、1つま
たは複数のファンに障害が発生しています。
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電源装置の交換
ルータでは、次の 2種類の異なる電源装置から選択できます。

• DC電源：DC電源は、+24/48 V、GRD、-24/48 Vのポジティブラッチまたは固定および
ラベル付き接続とともに、2ピン端子ブロックスタイルのコネクタを使用します。端子ブ
ロックコネクタのサイズは、電源の入力電流を処理するために適した AWG線のサイズを
伝送するのに適切です。ON/OFFスイッチは提供されていません。

• AC電源：AC電源には、IEC 320タイプの電源レセプタクルおよび 15アンプのサービス
コネクタがあります。AC電源では、標準の直角電源コードを使用できます。電源には、
電源コード保持具が含まれています。ON/OFFスイッチは提供されていません。

冗長性のためにデュアル電源を取り付けることができます。

AC電源接続をする製品には、電磁適合性と安全性に関する Telcordia GR-1089 NEBS標準に準
拠するために、設置する建物に外部 SPDが備わっている必要があります。

（注）

シャーシを持ち上げるには、インターフェイスモジュールと電源のイジェクタハンドルを使用

しないでください。ハンドルを使用してシャーシを持ち上げると、ハンドルが変形または損傷

する可能性があります。

注意

PSUの冗長性損失アラーム：

電源モジュール（PM）のいずれか（PM0または PM1）に適切な入力フィードが適用されてい
ない場合、PSUの冗長性損失アラームが生成されます。アラームは、PM0または PM1の出力
が適切でない場合にも生成されます。

これは、固定 PSUにのみ適用されます。（注）

PM0に障害が発生し、PSUの冗長性が失われた場合は、次のアラームが発生します。

•電源モジュールの一般的な障害

•電源モジュールエラー

•電源グループの冗長性の損失

これは、固定 PSUを備えた次のルータに適用されます。

• N540-28Z4C-SYS-A/D

• N540X-16Z4G8Q2C-A/D

• N540X-16Z8Q2C-D
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• N540-12Z20G-SYS-A/D

• N540X-12Z16G-SYS-A/D

DC電源モジュールの取り外し
ここでは、DC電源の取り外しと交換方法について説明します。

ステートメント 1003 - DC電源の切断

感電や怪我のリスクを軽減するために、コンポーネントの取り外しや交換、またはアップグ

レードを実行する前に、DC電源を切断してください。

警告

DC電源を取り外して交換する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 電源モジュールを保守する前に、装置を設置している領域の回路ブレーカーのスイッチをオフにします。
さらに、回路ブレーカースイッチをオフの位置にテープで固定します。

ステップ 2 アクセサリキットに含まれている静電気防止用リストストラップの一端を手首に付けます。

ステップ 3 電源モジュールの回路ブレーカースイッチをオフ（O）に切り替えます。

ステップ 4 電源の端子ブロックヘッドから端子ブロックプラグコネクタを引き出します。（次の図を参照してくだ
さい）。

ステップ 5 DC電源モジュールの非脱落型ネジをゆるめます。

ステップ 6 電源装置のハンドルを持ちます。もう一方の手で電源を支えながら、電源のロックを左側に押したまま電
源をシャーシから引き抜きます。

DC電源モジュールの取り付け
この機器は、ネットワークテレコミュニケーション施設や NECが適用される場所での設置に
適しています。

この装置は、共通ボンディング網（CBN）を使用する取り付けに適しています。

この製品のアースアーキテクチャは、DC電源製品の DC絶縁（DC-I）です。DC電源製品の
公称動作 DC電圧は 48 VDCです。

電源モジュールを取り付けるには、次の手順を実行します。

ステップ 1 システムアースが接続されていることを確認します。次の図を参照してください。

ステップ 2 必要な場合は、シャーシの電源装置ベイの非脱落型ネジを緩めて、ブランク電源装置フィラープレートを
シャーシの電源装置から取り外します。
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ステップ 3 取り付ける電源装置とつながるDC回路への電源がオフになっていることを確認します。DC回路の電源を
確実に遮断するには、DC回路に対応している回路ブレーカーを OFFの位置に切り替え、回路ブレーカー
のスイッチを OFFの位置のままでテープで固定します。

ステップ 4 片手で電源装置のハンドルを持ちます。もう一方の手を電源装置の下に添えます。滑らせるようにして電
源装置を電源装置ベイに入れます。電源装置がベイに完全に装着されていることを確認します

ステップ 5 電源装置の非脱落型ネジを締めます。推奨される最大トルクは 5.5インチポンド（.0.62 N-m）です。

図 49 : DC電源モジュールの取り付け

AC電源モジュールの取り外し
この項では、AC電源の取り外しと取り付けについて説明します。

ステートメント 1046 -装置の設置または交換

感電のリスクを軽減するため、装置を設置または交換するときには、必ずアースを最初に接続

し、最後に取り外します。

装置にモジュールがある場合は、提供されたネジで固定してください

警告

ステートメント 1074 -地域および国の電気規則への適合

感電または火災のリスクを軽減するため、機器は地域および国の電気規則に従って設置する必

要があります。

警告

AC電源を取り外して交換する手順は、次のとおりです。
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ステップ 1 電源コードを電源から外します。電源コードがまだ電源装置に接続されているときは、電源コードの金属
部分に触れないでください。

ステップ 2 タイを緩め、タイホルダーから電源コードを取り外します。

ステップ 3 電源コードを電源装置から取り外します。電源装置に埋め込みの金属製プロングには触れないでください。

ステップ 4 電源装置のハンドルを持ちます。もう一方の手で電源を支えながら、電源のロックを左側に押したまま電
源をシャーシから引き抜きます。

AC電源モジュールの取り付け
AC電源モジュールを取り付けるには、次の手順に従います。

ステップ 1 システムアースが接続されていることを確認します。

ステップ 2 必要な場合は、シャーシの電源装置ベイの非脱落型ネジを緩めて、ブランク電源装置フィラープレートを
シャーシの電源装置から取り外します。

ステップ 3 片手で電源装置のハンドルを持ちます。もう一方の手を電源装置の下に添えます。滑らせるようにして電
源装置を電源装置ベイに入れます。電源装置がベイに完全に装着されていることを確認します次の図を参

照してください。

図 50 : AC電源モジュールの取り付け

ステップ 4 AC電源コードをタイホルダーのタイの中に差し込み、電源コードのまわりをタイで固定します。

ステップ 5 電源コードを AC電源に接続します。
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付録 A
付録

Cisco NCS 540の特定のトラブルシューティングをサポートすることで、トラブルシューティ
ングのプロセスを支援する次のタスクを実行できます。

• LED（89ページ）
•システムの仕様（95ページ）

LED

Cisco NCS 540低密度ルータの LEDはほぼすべてのバリアントと類似しているため、ルータ間
の違いが具体的にコールアウトされています。

（注）

ルータの LED
Cisco NCS 540ルータでは、すべてのデータポート LEDが前面パネルに配置されています。5
種類の LEDによってシステムのステータスが反映されます。

次の表は、CiscoN540-24Z8Q2C-SYS、N540X-ACC-SYS、およびN540-ACC-SYSの各バリアン
トにのみ適用されます。

（注）

Cisco NCS 540ルータハードウェア設置ガイド
89



表 16 :ルータの LEDの説明

ステータス色LED

モジュールは動作していて、アクティブなメジャーアラーム

またはクリティカルアラームはありません。

緑ステータス

ホストカーネルが起動し、SysAdminVMの開始準備ができて
います。

オレンジ

電源投入エラーによって、CPUが起動できません（ハードウェ
アで設定）。

赤

モジュールが起動中です（IOFPGAで設定）。オレンジで点

滅（ゆっく

り）

モジュールが起動中（BIOSで設定）かシャットダウン中、ま
たは SysAdmin VMがリロード中です。

オレンジで点

滅（速い）

RP0にアクティブなメジャーアラームまたはクリティカルな
アラームがあります。

赤で点滅

モジュールの電源がオフです（ハードウェアで設定）。消灯

クリティカルアラーム：system-scope（RP0を含む）。赤ALARM

クリティカルアラーム：電圧レール障害関連。赤で点滅

メジャーアラーム：system-scope（RP0を含む）。オレンジ

マイナーアラーム：system-scope（RP0を含む）。オレンジで点

滅

アラームはありません。消灯

タイムコアは外部ソース（IEEE1588を含む）と同期されてい
ます。

緑SYNC

システムは同期イーサネットモードになっています。緑色で点滅

状態を取得中またはホールドオーバー状態：タイムコアが状

態を取得中か、またはホールドオーバーモード状態です。

オレンジ

タイムコアのクロック同期が無効か、またはフリーランニン

グ状態です。

消灯

セキュアブートのブートフラッシュの内容検証に失敗しまし

た（IOFPGAで設定）。このケースは、電源投入直後にのみ
当てはまります。

赤で点滅STATUS +
ALARM（両方
の LED）
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ステータス色LED

GPS設定、および GPSポートがダウンしています。時刻
（ToD）、1PPS、および 10 MHzポートがプロビジョニング
されていないか、または無効です。

消灯TIMING

ToD、1PPS、10 MHz信号が無効です。オレンジ

GPSポートが稼働しています。ToD、1PPS、10MHz信号が有
効です。

緑

GNSSは設定されていません。消灯GNSS

GNSSは正常な状態です。自己調査は完了しています。緑

電源がオンになっています。GNSSではサテライトを追跡し
ていません。

赤

自動ホールドオーバー状態です。オレンジ

ラーニングステート：標準。自己調査が完了していません。緑で点滅

次の表は、Cisco N540-28Z4C-SYS-A/D、N540-12Z20G-SYS-A/D、N540X-16Z4G8Q2C-A/D、
N540X-16Z8Q2C-D、および N540-12Z20G-SYS-A/Dの各バリアントにのみ適用されます。

（注）

表 17 :ルータの LEDの説明

ステータス色LED

クリティカルアラーム：system-scope（RP0を含
む）。

赤アラーム

メジャーアラーム：system-scope（RP0を含む）。オレンジ

マイナーアラーム：system-scope（RP0を含
む）。

オレンジで点滅

アラームはありません。消灯

モジュールは動作していますが、アクティブな

メジャーアラームまたはクリティカルアラーム

がありません。

グリーンステータス

ホストカーネルが起動済みで、XRが起動中で
す。

オレンジ

該当なし。赤で点滅
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ファンアセンブリの LED
Cisco NCS 540には、背面パネルに 4つのファンがあります。各ファンアセンブリに LEDが付
いており、ファンのさまざまなステータスを反映します。

次の表は、Cisco N540-24Z8Q2C-SYS、N540X-16Z8Q2C-D、N540X-ACC-SYS、および
N540-ACC-SYSの各バリアントにのみ適用されます。

（注）

表 18 :ファンアセンブリの LEDの説明

ステータス色LED

ファンは正常に動作しています。緑ステータス

1台のファンが故障しています。オレンジ

複数のファンまたは 1台の PSUファンが故障しています。赤

ファントレイに電力が供給されていません。消灯

次の表は、CiscoN540-28Z4C-SYS-A/D、N540-12Z20G-SYS-A/D、N540X-12Z16G-SYS-A/D、お
よび N540X-16Z4G8Q2C-A/Dの各バリアントにのみ適用されます。

（注）

表 19 :ファンアセンブリの LEDの説明

ステータス色LED

ファンは正常に動作しています。緑FAN

1台のファンが故障しています。オレンジ

複数または 1台のファンが故障しているか、1台の PSUファ
ンが故障しています（N540-28Z4C-SYS-A/Dおよび
N540-12Z20G-SYS-A/Dの各バリアントのみ）。また、ファン
トレイが欠落しています（N540X-16Z4G8Q2C-A/Dバリアン
トのみ）。

赤

電源 LED

次の表は、Cisco N540-24Z8Q2C-SYS、N540X-16Z8Q2C-D、N540X-ACC-SYS、および
N540-ACC-SYSの各バリアントにのみ適用されます。

（注）
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表 20 :電源モジュールの LEDの説明

電源モジュールの状態FAIL LED電源 LED

電源 ON。有効な入力/出力あり。消灯グリーン

次の理由により、PSUの警告が表示されます。

•過電流

•過熱

•不足電圧

•過電圧

•過電力

•ファン障害

赤、1Hzの点滅オレンジ、

1Hzの点滅

次の理由により PSUに障害が発生しました。

•過電流

•過熱

•不足電圧

•過電圧

•過電力

•ファン障害

点灯消灯

電源装置がシャーシに接続されていないか、システムによっ

てシャットダウンされています。

消灯緑、1Hzの点
滅

有効な電源入力なし。消灯消灯

入力電圧が低くなっています。消灯オレンジ

次の表は、CiscoN540-28Z4C-SYS-A/D、N540-12Z20G-SYS-A/D、N540X-12Z16G-SYS-A/D、お
よび N540X-16Z4G8Q2C-A/Dの各バリアントにのみ適用されます。

（注）
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表 21 :電源モジュールの LEDの説明

ステータス色LED

電源が ONになり正常に動作しています。緑PWR

電力が供給されていないか、PSU-12Vまたは 3V3 STDBYで
障害が発生しています。

消灯

入力電源フィードのいずれか、またはオンボード電圧レール

のいずれかに障害が発生しました。

赤

ハードウェア FPDですべてアップグレードした後のポストリ
ロード/電源サイクルにより、STDBYFPGAのアップグレード
が進行中です。

STDBYFPGAのアップグレードには 3～ 5分かかりま
す。

（注）

オレンジ

ファンアセンブリと電源装置の LEDの組み合わせ

次の表は、CiscoN540-28Z4C-SYS-A/D、N540-12Z20G-SYS-A/D、N540X-12Z16G-SYS-A/D、お
よび N540X-16Z4G8Q2C-A/Dの各バリアントにのみ適用されます。

（注）

表 22 :ファンアセンブリと電源装置の LEDの組み合わせに関する説明

ステータス電源 LEDファン LED

入力電源フィードのいずれか、または

オンボード電圧レールのいずれかに障

害が発生しました。

赤消灯

ハードウェア FPDですべてアップグ
レードした後のポストリロード/電源サ
イクルにより、STDBYFPGAのアップ
グレードが進行中です。

STDBYFPGAのアップグレード
には 3～ 5分かかります。

（注）

オレンジ—

ファンが使用されていないためサーマ

ルシャットダウンが行われました。

オレンジで点滅緑

サーマルシャットダウン赤で点滅赤で点滅

MSS Ready = 0オレンジで点滅赤で点滅
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ステータス電源 LEDファン LED

TAMの初期化に失敗しました。グリーンで点滅オレンジで点滅

TAMの準備ができていません。赤で点滅オレンジで点滅

セキュア JTAGに失敗しました。オレンジで点滅オレンジで点滅

BIOS検証に失敗しました。緑で点滅緑で点滅

電源が ONになり正常に動作していま
す。

緑消灯

システムの仕様
Cisco NCS 540の特定のトラブルシューティングをサポートすることで、トラブルシューティ
ングのプロセスを支援する次のタスクを実行できます。

重量および消費電力

物理仕様と消費電力については、『Cisco Network Convergence System 540 Router Data Sheet』の
「Cisco NCS 540 chassis specification」を参照してください。

環境仕様

環境仕様の詳細については、『Cisco Network Convergence System 540 Router Data Sheet』の
「Environmental properties for NCS 540 fixed systems」を参照してください。

トランシーバおよびケーブルの仕様

このルータでサポートされるトランシーバとケーブルを確認するには、『Cisco Transceiver
Modules Compatibility Information』[英語]を参照してください。

トランシーバの仕様と取り付けに関する情報を確認するには、『CiscoTransceiverModules Install
and Upgrade Guides』[英語]を参照してください。

RJ-45コネクタ
RJ-45コネクタは、カテゴリ 3、カテゴリ 5、カテゴリ 5e、カテゴリ 6、カテゴリ 6Aのいずれ
かのフォイルツイストペアケーブルまたはシールドなしツイストペアケーブルを、外部ネッ

トワークから次のモジュールインターフェイスコネクタに接続します。

•ルータのシャーシ

• CONSOLEポート
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• MGMT ETHポート

GR-1089の建物内雷サージ耐性要件に適合するためには、両端に適切なアースを施した FTP
ケーブルを使用する必要があります。

注意

次の図は、RJ-45コネクタを示しています。

図 51 : RJ-45コネクタ

ピン 22ピン 11

GPSポートのピン配置
プラットフォームは、1 PPS & 10 MHzの GPS信号を送受信できます。これらのインターフェ
イスは、Mini-Coax 50オーム、1.0/2.3 DINシリーズコネクタで前面パネルに備えられていま
す。同様に、この 1PPSおよび 10MHzを出力するために、2つのMini-Coax 50オームコネク
タが前面パネルに備えられています。

次の表に、GPSポートのピン配置を要約します。

表 23 : GPSポートのピン配置

1PPS（入力および出力）10 MHz（入力および出力）

入力：方形パルス

出力：方形パルス

入力：正弦波

出力：方形波

波形

入力：> 2.4ボルトTTL互換

出力：> 2.4ボルトTTL互換

入力：> 1.7ボルト p-p（+8～ +10 dBm）

出力：> 2.4ボルト TTL互換

振幅

50オーム50オームインピーダン

ス

26マイクロ秒50%のデューティサイクルパルス幅

40ナノ秒入力：AC結合

出力：5ナノ秒

立ち上がり時

間
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Time-of-Dayポートのピン配置
次の表に、ToD/1-PPSポートのピン割り当ての要約を示します。

表 24 : RJ-45 ToD/1-PPSポートのピン配置

説明方向信号名ピン

–––1

–––2

1PPS RS422信号出力または入力1PPS_N3

––GND4

––GND5

1PPS RS422信号出力または入力1PPS_P6

Time-of-Day文字出力または入力TOD_N7

Time-of-Day文字出力または入力TOD_P8

BITSインターフェイス
次の表に、BITSインターフェイス RJ48ポートのピン割り当てを要約します。

表 25 : BITSインターフェイス RJ48ポートのピン割り当て

説明方

向

信号名ピン

受信リング入

力

RXリン
グ

1

受信 TIP
（T1/E1）

入

力

RX TIP2

—NC—3、6、7、
8

送信リング出

力

TXリン
グ

4

送信 TIP
（T1/E1）

出

力

TX TIP5

Cisco NCS 540ルータハードウェア設置ガイド
97

付録

Time-of-Dayポートのピン配置



管理および PTPイーサネットポートのピン配置
次の表は、管理と Precision Time Protocol（PTP）イーサネットポートのピン割り当てをまとめ
たものです。

表 26 :管理および PTPイーサネットポートのピン配置

信号名ピン

TRP0+1

TRP0-2

TRP1+3

TRP1-4

TRP2+5

TRP2-6

TRP3+7

TRP3-8

USBポートのピン割り当て
次の表に、USBポートのピン割り当ての要約を示します。

表 27 : USBポートのピン割り当て

説明信号名ピン

+5 VDCVccA1

データ -D-A2

データ +D+A3

アースGndA4

アラームポートのピン割り当て

次の表に、NCS 540ルータのバリエーションの外部アラーム入力のピン割り当てを要約しま
す。

• N540-ACC-SYS

• N540X-ACC-SYS

• N540-24Z8Q2C-SYS
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• N540X-16Z8Q2C-D

• N540-28Z4C-SYS

表 28 :外部アラーム入力のピン割り当て

説明信号名ピ

ン

アラーム入力 0ALARM0_IN1

アラーム入力 1ALARM1_IN2

接続なし—3

アラーム入力 2ALARM2_IN4

アラーム入力 3ALARM3_IN5

接続なし—6

接続なし—7

一般的なアラームCOMMON8

次の表に、NCS 540ルータのバリエーションの外部アラーム入力のピン割り当てを要約しま
す。

• N540-28Z4C-SYS-A/D

• N540X-16Z4G8Q2C-A/D

• N540-12Z20G-SYS-A/D

• N540X-12Z16G-SYS-A/D

表 29 :外部アラーム入力のピン割り当て

説明信号名ピ

ン

アラーム入力 0ALARM0_IN1

アラーム入力 1ALARM1_IN2

アラーム出力のクローズ—3

アラーム入力 2ALARM2_IN4

アラーム入力 3ALARM3_IN5

アラーム出力のオープン—6

Cisco NCS 540ルータハードウェア設置ガイド
99

付録

付録



説明信号名ピ

ン

アラーム出力 COM—7

アラーム入力 COM—8

Cisco IOS XRリリース 7.3.1以降では、Cisco NCS 540の次のバリエーションで、外部ドア、電
圧、火災、温度、および水センサーの外部アラームを有効にできます。

• N540-24Z8Q2C-SYS

• N540X-ACC-SYS

• N540-ACC-SYS

説明を設定するには、次のコマンドを実行します。

sysadmin-vm:0_RP0(config)# alarm-contact contact-number description description

アラームの重大度を設定するには、次のコマンドを実行します。

sysadmin-vm:0_RP0(config)# alarm-contact contact-number severity [critical |
major | minor]

Cisco IOS XRリリース 7.4.1以降では、Cisco NCS 540の次のバリエーションで、外部ドア、電
圧、火災、温度、および水センサーの外部アラームを有効にできます。

• N540-28Z4C-SYS-A/D

• N540-12Z20G-SYS-A/D

• N540X-16Z4G8Q2C-A/D

• N540X-12Z16G-SYS-A/D

説明を設定するには、次のコマンドを実行します。

RP/0/RP0/CPU0:ios(config)# environment alarm-contact contact-number description
description

アラームの重大度を設定するには、次のコマンドを実行します。

RP/0/RP0/CPU0:ios(config)# environment alarm-contact contact-number severity
[critical | major | minor]

アラームのトリガーを設定するには、次のコマンドを実行します。

RP/0/RP0/CPU0:ios(config)# environment alarm-contact contact-number trigger
[open | closed]

最大 4つの外部アラームを設定できます。（注）

contact-numberは、接続されたアラームポートのピン番号です。つまり、Alarm入力 0〜Alarm
入力 3です。
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description文字列は最大 80文字の英数字で指定し、生成されるすべてのシステムメッセージ
に表示されます。

severityには、critical、major、または minorのいずれかを入力します。

説明と重大度は両方とも必須の値です。

アラームの詳細を表示するには、adminモードで show alarmsコマンドを使用します。show
loggingコマンドを使用すると、syslogエラーおよびイベントロギングの状態を表示できます。

SNMPトラップは、システムで発生またはクリアされたすべての外部アラームに対して送信さ
れます。

コンソールポートのピン割り当て

次の表に、コンソールポートのピン割り当てを要約します。

次の表は、CiscoN540-24Z8Q2C-SYS、N540X-ACC-SYS、およびN540-ACC-SYSの各バリアン
トにのみ適用されます。

（注）

表 30 :コンソールポートのピン割り当て

説明方向信号名ピン

ループバック 1該当なしLoop11

ループバック 2該当なしLoop22

コンソール RS232送信出力TxD3

接地該当なしGnd4

接地該当なしGnd5

コンソール RS232受信入力RxD6

ループバック 2該当なしLoop27

ループバック 1該当なしLoop18

次の表は、CiscoN540-28Z4C-SYS-A/D、N540-12Z20G-SYS-A/D、N540X-12Z16G-SYS-A/D、お
よび N540X-16Z4G8Q2C-A/Dの各バリアントにのみ適用されます。

（注）
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表 31 :コンソールポートのピン割り当て

説明方向信号名ピン

Auxコンソール送信出力、
RS232

出力ACONS-TX1

受信 TIP（T1/E1）該当なしNC2

コンソール RS232送信出力CONS-TX3

接地該当なしGnd4

接地該当なしGnd5

コンソール RS232受信入力CONS-RX6

Auxコンソール受信入力、
RS232

入力ACONS-RTX7

該当なし該当なしNC8

AC電源コードの仕様
サポートされる電源ケーブルの詳細については、『Cisco Network Convergence System 540 Small
Density Router Data Sheet』[英語]の「Ordering information for power cables supported on NCS 540」
を参照してください。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


